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刊 行 の こ と ぱ

当場が昭和30年度に実方e した事業並びに調査試験i成績を取1理めましたのでここに報告する次
第 で あ り ま す。

願みると;ll洋11l1l'業に?fい て は 一時不安な状態に立到りましたが ,  幸い日ソ交渉の成立1i_見 ,

平和1111 lに今後の操業が約東されたことは喜びに堪え i1;、い と こ ろ で あ り ま す 。 国 際 的見地 か ら も

て.の漁業の永続性は一に懸つて資源量が間題となるので , この增 111111部門を担当している当場の

使命は今後ますます _重大となるて_ とを1?商感 し てお り ま す。其所る時機に際し - て_ , 事業効果を增大
すべく事業面にっいては一層合理的に,  調査試験については要落急かっ重要111:る部面についての

努力傾注して参りました。

本書は事業実績を報 告 す る とと もに各部門に日1る分析 、1t も併:せ行い後日の参考に し よ う と し

た の で あ り ま す が, 未だ意に満たないと こ ろ も ぁ り ま す の で , 逐 次 充 実 し て 行 11、考 え で お りt

す。

各位の御参考に供 され る と と も に忌 'l革ない御叱正を態;れば幸甚であ り ま す。

昭 和 3 1 年 1 2 .1i

北 11i1道 さ け ・ ま す ふ 化 場 長

荒 井 定 治
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1 )  鮭

※ 附

昭和30年度健?B捕獲採卵事業は,道内59河川で80個所の捕 11i1,1i採卵場をもって美施 された。 その実
施方法は従来 ;1l111り北海道知事及び民問言者団体の委託捕整をもって行つた。 その詳細は第 1表の通り

で あ る o

第 1  表 n刀和30年度1性的1前 1要一事業実 tu 体制
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ま え が き

本書は昭和30年度に実施した健,  本? ?尊, 程t太無11ll, '11言l l?の 捕獲, 採卵, i?イヒ放流事業の実積と調査

言式験の結果を報告し, 併せて事業現、111iの分析, 検討を行い今後斯業の運営と発展に寄与せんとする

も の で あ る o
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2. 鮭.鱒9降、化放流実施体制

昭和30年度に人工解化放流事業を実施した河川は , 59水系で, 事業実施個所は国営孵イヒ場53個所

民営?l場i化場13個所, 計66l1,11 f所で あ り ,  放流された河川名及 、l'11事業実施体名 'i1:示すと下表の通 0 で あ
る o
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3. 鮭鱒増殖事業経費

昭和30年度に:まi,・ける事業経費の総額は1億7千余万円で,  こ の 内 訳 は 国 の 直 接 的 な 投 資 額

101,591,813円と民間の投資額(委託捕獲場) 68,086,877円とであるo

(第 4表 )  昭和30年度決算額 ,

(組 織) 北海道鮭鱒9摩化場

人 件 費

事 業 費

常動労務者給与

職 員 旅 費

101,591,813円

45,105,158円 (本俸及び諾手当)

53,674,555円

4,322,943円

2,l36,394円



庁 費

採卵孵l化放流費

賃 金

事業用機械器具購入費

土 地 建 物 借 料

各 所 修 繕 費

施 設 費

親魚捕獲事業委託費

(i主) 災害復旧費を含まず。

( 1 )  北洋;1量;、業の現況

4. 鮭 鱒 漁 業 の 現 況

2,075,582円

10,240,069円

3,145,139円

3,142,136円

5,541,798円

2,704,860円

2,812,100円

20,365,634円

2 ,C00

第 3 図 独航船 1隻当 り金額

第 4  図 独航船1隻当り反数

ロ召-和30年度の北 1l111/角業並びに態角l専i:f1l 業の現況をふ  りかえつて み る と  , ま一i'北洋'l'f ll1業は過去三次に
わたる試験操業にょって北洋1:1l l11業の基盤は確立され,  企業としての採算性も立証されたので ,  各水
産会社は館?出漁に全力を注、.r、だ。 本年度は,  前年度の7船団が,  オ? ツ ク海域出漁を含めて14船
団403 1空の独1ili,船規模で出漁した。

その実績も予定の独動t船1隻当り12万尾̃14万尾が計画されたが, ア 'り ュ ー シ ヤ ン海域では 1 1集

当り1 7万尾 ,オコツク海域で1 6万7千尾の豊漁にめ<、まれた。第一次出漁以来の実績を通つてみる

と , 第一次出漁 ( 3船団 ,独航船5 0隻, 調 査船 7隻:) で 2 1 0 万尾 , 第二次出漁 ( 3船団 ,独航船8 3
隻,調査船12隻) 7 7 0万尾,第三次出漁(7船団,独航船160隻,調査船45隻)  2,046万尾となつ

ており ,年次毎に 3倍の漁獲が示された。 これを独航船1隻当りについて漁獲数を金額,反数を見

第1図  北洋_漁業における地踏漁獲高 る と第 1 図 ̃ 第 4 図及び第 5表に示す通 り第一次出漁

20

---

-0

5

の も のに比べ る と ,  その投網反数, 漁獲数, 漁獲金額

と も に 約 3 倍 に增加 し て い る。 こ の よ う に 海 i学の漁獲

高が增加する一方 ,  後述するよ うに河川に i斥上する親

角が少く 11i.つており注 l i すべき現象で あ る。

第 2 図 独航船1隻当り漁獲数
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年 次

昭和27年

昭和28年

昭和29年

昭和30年

57

105

206

403

系f - 1西il 一白=二一11 l」: ::: li要- l 一そ

745,418 648,1 13 710,422 l
l 

1,579,844 l 2,707,627 3,066,278 

3,812,709 l 9,393,450 l 5,790,018 

12,496,338 l 22,008,872 l 25,920,799 

( 2 )  48度以南館韓流網漁業

次に48度以南の館 111尊流網漁業についてみると,  特微としては3 0  ト ン未満の漁船は減少の傾向を示

し て い る が, 30 トン以上の大型漁船が100 隻以上の增加を示した。 この こ とは漁装高增加の直一接の

原因となつたが,  前年度に引き続いて豊漁にめ<、まれ Jに の は ,  4 8度以南の海況の好転で漁場が11l1:

く , そ の た め ll尊も不漁年に もかかわら一i 、、豐漁であつた等にょ る。

その実績を示すと第 6表̃第 7 表 の 通 り で あ る。

第 6 表  昭 和 3 0 年 度 北 洋 漁 業 漁 獲 高

出漁船[1i11数 1 4 ,独航船数403

へ に ざ け し ろ さ け 「 一ま す

、12,496,338尾 l 22,008,872尾 l 25,920,799尾 1 3,576,281尾 73 4 24尾 l 6; 07j ,-7 1j尾

_ 5 _

1.729

F 100 00 300 1o0

第 5 表  北 洋 漁 業 の 独 航 船 数 と 1 震, 獲 高

高 (尾)

ぎ ん さ ゛ け  ま す の す け

ーの_ 11i11 _
25,835

348,043

1,370,733

) .653.323

合 計
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1,803,850/

(2 254,8l0尾)

- - -- - 4 i=6:6l - - ( 2 5 6 9 9 4 0 0 尾 )  10470239f一全漁i要高 (5 704,310尾) l (25;6gg;400尾)

すi s.わち ,  さけ約3,449,050尾, ます約24,516,310尾で48度以南館鱒漁業始まって以来の実績を

示 し  昭和20'1i1以降の漁獲イ項 r,111を見ると鮭, ?ともに漁獲努力の增加にともi・.つ 一1::急激に増加して
、.r、る。( 第 6図 ̃第 7図参照 )

( 3 )  般韓定置 i焦、業

次にi?」岸定置漁業の・1:itl獲高は前年度よ り 下理つた , こ. こで 館 l1lB定置漁業の11111、11Nli高を 昭和20年以降

についてみる と , ( 第 6 図 ̃第 7図参照 )  昭和25年までは略 々定置漁業権の增加にともなつて增加の

傾同にあった。 そのため11l主 ,意ま1fi定置、11i、業は比較的安定している漁業と い ')こ と で ,  ltl11和26年の第一'次

漁場計画によつて約2倍の定置漁業糖数に增加された。 ところがこの昭和2 6年を境として沿岸漁獲

高は減少傾1l」を示し, 当然のこ と で は あ る が と 、、に定置1 1カ統当りの111l111l111i高は「l111和26年の8,016尾

から昭和28年の2,033尾と急激に減少した。 一方48度以南流網漁業は許可数, 漁獲高と . もに急激に

第 5 図  北海道における1lj1漁業及び漁i更努力の傾向
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第 7 図 11 l l-定置1ケ統当りの 111,1、1ili1高変動イl 1l1、ri1
1 5 ・
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4 0

上身しまた昭和27年から再開された北洋漁業は年と と もにl t躍的に発展してお  り , これら j r l,合速洋

にお'ける漁接努力と漁獲高增加の反面沿岸定置海業及河川 -11t1i'上魚の減少傾向については不健 1l11l 生産量

と 11:1ll進努力に関連性あ る もの と考え るので今後の資源維持培養の見地より大いに研究すべきである
て: の現象は別図の如く鱒漁業においてと  くに、n:1者 で あって北海道における?1?1漁a産高の90%以上は
流網漁業によつて占められている。

5・ 鮭鱒増殖事業の現況

( 1  ) 北海道館角Si曾殖事業の現況及び能le資源維持の対策

- 7 -

第 7  表 昭和30年度北緯48度以南無生ll,事漁獲高並びに北海道定置漁業漁獲高
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本邦沿岸の鮭鱒漁業安定維持のために鮭 1ll3增殖事業が実施されているが ,北海道の館意專増殖事業

の対象とされている魚極は鮭(〇ncorhynchus  keta),桜鱒(0ncorhynchus masou ) ,樺太鱒(0n-
corhynchus gorbuscha)及 -び姫,無.尊(0 .ne rka )である。

鮭角l3增殖事業の方法は消極的ili天然繁殖保護助長と積極的な人工購化放流との=方法に大別でき
る。天然繁殖保護助長は水産資源保言違法第25条を初め漁業法及びこれらに基つ ・11 ,漁業調整規則に

ょつて禁漁期 ,禁漁区 ,体長制限 ,卵の採取禁止等の規定により ,主として消極的f t方法によつて

行われている。 積極的な方法としては水源の酒養,  水質の浄化, 産卵床の保護造成, 11l'l'上降下の障
害排除, 外l故駆除等が考えられるが現状においては諸種の事情にょって完全:P・実施がなされていな
い一方積極的な人工孵化放流は鮭量尊の母川!国帰の -肯定と稚魚生産量の点にお・いて天然繁殖に優ると

いう観点から実施されている。 このことは当時の内務省勘農寮が米国から,  人工孵化の方法を学ん

でから急速に北海道全般にわたって発展し,  明冶後期から大正期にかけて全道的に9呼化施設が設け

られ ,現在では国営卵;1化場5511l,所 , 民 営購化場16ヵ所で最大収容能力4億6千5百万粒の施設があ
つて,  北海道の確1體の增殖は 1ほとんど人工的に管理されるに311つた。 こ う した方向は戦後米国よ り

強い批判を受け , D r . R . ウ ア ン ク リ ー ウ ・ D r .W . リッチ氏の名?告に公表 されてい る。:llt海道の館

第 8 図  '1「 lil隣切9增事業の実 1lil1 (最近10ク年) .

解資源の天然繁殖を行うための管理の仕組と経費は,同量の資a重を人工1解化によつて行う場合より
多額の経費と因難を併う 2二考 え ら れ る か ら で あ る。 しか し :ながら現在の管理の方法については ,  当

場が全能力を注いで調査を行つているところであり ,その結果によつて将来 ,  より合理的な增殖方

法に改養さ れ る も の と 考 え る。 北海道、f111'岸漁獲高は明洽37年~昭和30年(約180万尾̃340万尾)

の略?平衡状態 、を:保つているが ,  最近10ヵ年の傾向としては, 漁確努力の增加の点よ り考えると減

少の傾向を示している o

1ij川内捕獲数は昭和11年以降上,lll1し て い る が ,  昭和20年を境に して漸減の形を取つて、、,・、る ( 第 8
図参照) この傾向は桜確ではとくに量良著にあらわれているが ,  採卵数は鮭鱒ともに 11fi:上親魚の減少

傾向にもかかわら一i '昭和25年を境にして寧ろ上?傾向を:示して;11,・ り , これは採卵技術の向上した結
果であ る と 考 え る。 また樺太鱒は捕獲数, 採卵数 し もに年 ,々 上昇傾向を示している。 これは'著表技

術の向上と努力によるものである。

( 2 )  館館:l書殖事業と海区別支庁別鮭韓定置漁業漁獲変動傾向との関連性

資源体を海区水系別に考え最近5ヵ年の事業分析を:試みた。す f t1bち清岸 111111獲高 ,河 J l r内捕獲数
定置数, 放流数の関係をグラフに画いてみた。

襟裳以西海区

最近5ヵ年の定置漁獲高の傾向 'lt見ると,昭和26年の699 ,000尾を最高に逐次減少の傾向一t示 し
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(万n)
少傾向を示している。

放流数が年々增加しているにもかかわら 一3' ,  沿岸漁獲高は減少を示している。 原因については
神合漁業との関係もあb今後の研究に俟たなければなら、ない。

河川捕i壁数は,最近捕獲方法の改善と不法漁獲取締の徹底によつて稍々平衡状態が保たれているo

オ =■ ツ ク 海区
この海区の沿岸漁獲高並び:に河川漁獲高は最近上興・し て:お・り放流の傾向も沿岸施高に略々合致

し -c:llr り , 最 も事業効果のよ く ぁ らわれているものとして型解される。

一一一
60

一i-0
40

30

20

l0

/

あ 27 23 29 a
(a) (a) ( 2 l )  (2S )  ( お )

てお・ り , 4年前の放流数は略々沿岸漁獲高と同様な傾向を示し 一Cいる。 河川漁接高は最近増加の假
「,il を 示 している。 この海区の定置漁業権数は昭和26年の42ヵ統よ 1l)昭和26年度の第一次漁業權切者
計画により96ヵ統に增加している。て_の ように定置数が増加して、f、るにもかかわら一i'総漁獲量の演
少してい るtとは,資源的に見て重要視しt1l.ければ1なら1ない。勿論滅少の原因は種々考えられる

が,  主itものを述べるとt.の海区は稚魚の混獲が最も多,l1放流稚魚数の6.9%̃49.8%の高率を示
し て い るて_ とであり ,また沿岸環境の変化等も挙げられる。
根 室 海 区

この海区の沿岸漁獲高は昭和26年の728,000尾を最高に昭和30年度は267,900尾に年々急激なa

- 10 -

日 本 海  区

,iの海区は漁業権の変動の少い割合に沿岸漁獲高,河川捕1産数の変動がはなは1lilし 11、稚魚放流量

に順応を示している。

森装以東海区

この海区では,年々放流数が上昇・傾向にあるにもかかわら 一;',沿岸漁獲高は略々平衡を保つてい

る。ただ昭和30年は急激に減少した。

支 庁 別

次に資源体の単位を支庁別に考えてみると , 第10図の通りである。 これによると 4年前の放流と

第1 0図  支 庁 別 蛙 漁 業 と 解 化 事 業 と の 関 係
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l日和27 3̃0年迄の沿t:ll1漁i整高と河川の抽独数との関係
及び4年前の放流数を対比した対数図表である。

消'岸漁独t高, 河川漁独高の最近5ヵ年の傾向が略?合致している支庁は, 綱 ii:i, 石特,後志, 柏山

ell1路,渡島の支庁管内で,增殖の成果があらわれていると考えられる。
4年前の放流傾向が年々增加しているにもかかわら 一3'沿岸漁獲高河川漁雄高が減少している支庁

管内は留南良 , 胆1l11l?で, 稚魚放流量の增減傾向が河川漁独数, 沿岸漁独数の增減に略々平衡状態を:保

つている支庁は十勝であ b ,  河川漁1選i数と放流傾向が合致しているが沿岸漁獲高が逐次減少の傾向

を示している支庁管内は宗谷,日高 ,根室である。

( 3 ) 性alt殖事業の技術的な問E」点

北海道にお・ける鮭館.孵化事業の歴史は古いが,未だ多くの技術的な問題点を残している。

① 捕 獲 数

鮭aBの捕獲事業は, 鮭線1のi i:i:上河川約155河川中約60水系について実施されているが最近5ヵ年
の平均鮭捕獲数は299,720尾, 桜鱒は18,520尾, 津太鱒は104,940尾である。 これら実施河川に:lt;

いて人工孵化に利用されな、.r、親魚の比率は過去数年問の試験の結果捕獲数に対し30̃50%に達して
:il;'り実施河川以外・の1l1li,上魚を加算すれば実に莫大な数にのぼると推算されるが, これら未利用魚の
ほとんどが天然産卵を果し得 一t'に不法漁獲の対象となり資源增殖に参加し 、な.い実状にあることは誠
に遺憾であり , 本問題の解決は今後の;陸 l薄增殖事業の実施の上に課せられた重大課題であろ '5。
② l業l 養

1藍養親魚連搬方法の改善, 河川二重留式蓄養法あるいは蓄養池の構造に対する検討, 蓄養親魚の

生態調査等技術的には逐次改善されているが, 館については全道5ヵ年平均の雌使用率69.1%, 桜

館では同47.1%, 樺太館では45.8%で未だ相当数の未利用親魚を残している。 tれら未利用親魚は

1陸姐暗殖上ゆるがせにできな、'r、こと でft:il;・一属の技術的研究を要するものである。
⑧ 捕獲蓄養並びに採卵操作による未利用卵

捕獲蓄養中に無駄に放出される卵子と採卵操作中に放出される卵子及び採卵後腹腔内に残される

卵子の数は相当数になると推察され, 千歳支場西越採卵場に:1tける調査によつて採卵操作中の放出

- 12 -

卵及び腹腔内残卵の計が採卵数の1.8%に及んでおり , t_の未利用卵子の問題については今後緊急
改著を要する。

④ 運 搬 書 死 卵

採卵場で採卵された卵が連搬される途中ある、,r、は孵化器に収容する際に生一i二る死卵数は昭和21年
以降の最近10ヵ年の傾向を:見ると漁獲量によつて差異1t生一i'る・が,館では最高昭和30年の5.4%,
最低昭和23年の3.4%と、ft t)量S.では最高昭和26年3.4%最低昭和29年1.4%と、な.つて い る。 全般的

傾向として性では運搬害死卵数が増加の傾向にあ る。體の場合は実数は増加の傾向にあるが, 率は

稍?低下の傾向を:示しているo (第8表 ,  第11図参照)

これ・ら運搬害死卵数の発生原因は主に運搬時に :l l l;・ける防寒の不備と運搬距離の遼隔に及ぶ関係等

によるものと考えられるが ,  最近とくに增加の傾向を 1l11llつた原因は特定の河川の採卵数が急激に增

加したため, 収容設備の不足を来した結果採卵直後の脆弱な卵子を多数遠距離輸送するの止むit

きに至つたために高率it死卵を出した こ とに よ る もので, 現在この防止について検討実施中であ

る o

⑥ 孵化室収容後の死卵数

孵化室収容後の死卵の発生は検卵操作中の荷激, 水生菌による空息死, 不受精卵等々種々の原因

により年々相当の死卵数を示している。 全般的な傾向として館では略々減少傾向を示し率も同様な

第 8 表 支 庁 別 解 化 場 名

支 庁 名

- 一 狩
支 庁 管 内 解 化 場 名 支 庁 管 内 人 工 解 化  河 川 名

石 行
(上 川)
(空 知)

石狩,千1llSt,音江,東神楽,浜益 石狩川, 浜益川

精 山 利別, 厚沢部 利別川, 厚沢部川

渡 島 知内, 茂辺地,遊楽部,長万部,落部 知内川, 茂辺;地lIl,遊楽部川, 長万部川, 落部川

阻 振 伊達,豊浦,!llt田,政生,自老,
英l払,期川

長流川, 貫気別川,虻国放水路,敷生川, 白老川, 勇
払川,船川

日 高 新冠,静内,三石,元浦河,幌別 新冠f l l, 静内川, 三石川, 元浦川, 幌別川

十 勝 広尾,大樹, 十勝,礼内,幕別 広尾川, 歴舟川, t勝川

釧 路 音別, 自糠,阿寒,鐵居,太田,
釧路 音別川, 茶路川, 网寒川, 別寒辺牛川, 釧路川

根 f 1 厚床,題中,計根別, '
( 釧 路  l 差j1u・忠、要b伊茶仁,意i

'標i
l l , i
lt , 根
ll臼,
獲日川, 伊茶仁川, 素別川, 元崎無異川, 崎無異川,
風速川,別当資川,当1l見川,標津川,西別川,床:,lit川
忠類川

相 定 岩尾別,斜里,漢零 ,北見,湖別
清滑,興部,幌内

岩尾別川, 海別川, 止別川, 斜里川, 漢琴川, 常呂川
湧別川,清滑川,興部川,幌内川

留 兩

宗 谷

後 志

增 毛

徳志別,歌登,頓別,天塩

朱太,刷l l

是寒別川

徳志別川,幌別川,順別川,天塩川

朱太川,屍別川 .
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第 l l 図  般近l0ケ年における連搬書タl1

卵数(点線は比率)
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昭 和 2 3 年 度

昭 和 2 4 年 度

昭 和 2 5 年 度

第 9 表 陸解最近 1 0 ケ 年 連 搬 書死卵数

illll

p一数l--
L)

一l -

10,1l7,nl
6,248,5901

10,7的,200l
l1,的2,9如l

昭 和 2 8 年 度

昭 和 2 9 年 度

昭 和 3 0 年 度

年 度
--f (基) 一電一一f-

- - 一 一二

10,1l7,n

卵 数

--一率_ _ _ ( % ) _

5.8

運 激 E1 タt1 卵 数
年 度 死 卵 数 l 率

(拉) l ( % )
昭 和 2 1 年 度

昭 和 2 2 年 度

昭 和 2 6 年 度

昭 和 2 7 年 度

9, la21,440 j 4.0

11,655,7j1 5.2

年 度
運 搬 害 死 卵 数

ーりii 一 死 数 1  率 . -
(粒) l ( % )

- - - - ' ---一一l-- ' '  -

637,040 l 4.0

533,a1 4.6
863,640 j 3.3

427,020l 2.4

年 度

昭 和 2 6 年 度

昭 和 2 7 年 度

昭 和 2 8 年 度

昭 和 2 9 年 度

昭 和 3 0 年 度

運 1数 i 死 卵 数

一死一 一 lP一一数一! 一率一

(粒) ' ( % )

1,906,070 j 3.4
l ,083,760 l 2.4

1,011,290i 2.6
l

229,700: 1 .4
:

1,830,Cl40! 3.0
l

昭 和 2 1 年 度

昭 和 2 2 年 度

昭 和 2 3 年 度

昭 和 2 4 年 度

昭 和 2 5 年 度
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第1 2図  最近l0ケ年における解化室収

客後の死卵数(点線は比率)
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傾lfi]にある聽は総体的死卵量に: l3・いては增加の傾向にあるが死卵率は館と同様減少傾向を示してい

る。死卵率の低一ドしてきた原因としては近年マラカイ ト ク ' リーンによる卵子の消毒を行う結果水生

菌による空息死卵の発生防止が非常によくなされたことと発生初期の検卵等による障書が消毒する

9,能1,a '
l11,655,7の
1

10,598,130
i

15,552,840
l

16,l95,5601
l

5.0

4.6

5.4
第 l l 表 陸9i最近!0ケ年における養魚池内稚魚減耗数

(率=
陸

(率=警i器 )

年 度

昭 和 2 l 年 度

昭 和 2 2 年 度

昭 和 2 3 年 度

昭 和 2 4 年 度

昭 和 2 5 年 度

第 1 0 表

20,972

22,935

23,731

37,158

36.290

‘'2 23 24 2S .26 27 28 29 ' 30

姓購最近10ケ年解化室収容後一死卵数

蛙

率
( % )

年 度

解 1
12.4. 昭 和 2 6 準 度

14.0l 昭 和 2 7 年 度

12.9: 昭 和 2 8 年 度
1 6 . 5 ,昭和 2 9年度 l
l 3 . 5 ! 昭和 3 0年度 ll

館(桜解十棒太鄭)

一死一一

1j「ll
卵 一数一l
(粒) l

- - -  l

33,675,7601
39,()83,3201
24,47l,840

31,694,5901
l

25,093,7外l

l4.7

18.9

l2.2

9.9

8.9

年 度
死 卵 数

年 度
死 タP 数

一死一 タ 广 数一一率 一

(粒) 1 ( % )
死 卵 数
(粒)

率
( % )

昭 和 2 1 年 度 l 970,690

昭 和 22 年 度 : l,443,240

昭 和 2 3 年 度 l 1,271,750

昭 和 2 4 年 度 l  3,375,920

l昭 和 2 5 年 度  1,392 2 2 0

12.51

10.0,

11 ・1 l
13.7l
l

8.21

昭 和 2 6 年 度 1 6,63-0
昭 和 2 7 年 度 l 4,749,310

昭 和 2 8 年 度 l 3,724,4「0
l

昭 和 2 9 年 度 l 1,940060

昭 和 3 0 年 度 l 6,436,920

12.5

10.8
9.7

11.5
10.9

解出尾数一放流尾数
解 出 尾 数

年 度
表 魚 池 内 減 耗 数

年 度
餐 魚 池 内 減 耗 数

減 

(

li, 数
a) 減 耗 率

( % )
減 耗 数
(尾)

減 耗 率
( % )

昭 和 2 l 年 度

昭 和 2 2 年 度

昭 和 2 3 年 度

昭 和 24 年 度

昭 和 2 5 年 度

5,7()8,l30

3,07l,l50

2,490,270

3,590,l10

8,442,790

2.1
3.8

1.6
1.9
3.6

昭 和 2 6 年 度

昭 和 2 7 年 度

昭 和 2 8 年 度

昭 和 2 9 年 度

昭 和 3 0 年 度

5,059,51(

8,l16,l4(

4,082,33(

l8,l03,45(

10,250,46(

2.6

4.8

2.3

6.2
3.9
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年 度 I一減

昭 和 2 1 年 度

昭 和 2 2 年 度

昭 和 2 3 年 度

昭 和 2 4 年 度

昭 和 2 5 年 度

35

90

9

数

357,950

306,

1.3

●

0.8

1.7

1.9

年 度

昭 和 2 6 年 度

昭 和 2 7 年 度

昭 和 2 8 年 度

昭 和 2 9 11l 1度

昭 和 3 0 年 度

第 l 3 国  最近10ケ年における装魚池内

の稚魚減耗数(点線は比率)

2

-

fo
8
7
6

．
-

:

4

3
l-

=
l 00万
9

;
l'
S

l

3

111 . S

2

1.5

、、 .l
、. .-・、

、、、...

・_--__・・

、、
・、、・、・

〈
、、、・
、・ ・・:一1・

．

845,000

9':)4

809

854,9l0

1403,4

(%)

1.8

2.4

2.3

5.7

2 . 6

0i 2 l  22 23 2 .、 2- :・ 新 n 29 30

で_ とによ り極度に減少したこ とによる ものであるが,な:お'多数の死卵を生じているのでより一属の
技術的1t改善研究を要する。 (第10表,第12図参照)
⑥ 養魚池内の稚魚減耗数

孵出した稚魚は養魚池に放養されるが, 放流までの養魚池内減耗数を重要1な課題として取あげな

ければilt.ら な い。これは池の構造によるa息、死 ,病原菌による発死,共喰及てSi書魚書島による食書
等が考えられる。最近10ヵ年の減耗数を示せば第l1表,第13図の通りである。全般的傾向としては

性 總ともに減耗数, 滅耗率ともに増加の傾向にあるのでとくに養魚池の完備,  消毒の完壁を期さft

けれ,ば 1な ら :ない。

( 4 ) 第イ解の根本的な間題

単に人工孵化を行うという作業は別に難しいて_ と で はiltいが,効率的に事業を:すすめるためには
幾つかの未解決の問題を含んでいる。根本的1lltてl.とは産業の発展とともに河川の利用が激し,11 な り

天然産卵床の荒廃と密漁, そして水質汚濁の問題が多,l1な る とい う こ と で, このため河川に源る'、

- 16 -

き魚も源らな  く な ること が あ  b ,  また卵が成熟する程度の上流へ行きつ ,l1 までには相当多数の魚が

すでに不法に捕られているといつた状態,  または折角生れ・た稚魚が海に降るまでに灌解その他に

迷入したり ,  あるいは海に入つてからも混獲によつて相当数失われるといつた状態が多く、ttつて き

cお・b, これらの管理は一属強化すべきである。
1. tう し た一般的な價向に対して採卵絶対量を端iiiiすべく主として河ロ部で捕獲するとい う方
法を とつて い る。 そtでは当然卵が成熟するまで親魚を生かして:ll;・かなければなら、itい。 その

ために蓄養池をつ ,11 l;l , そこで長期の蓄養を行つて極力採卵するという方法をとつている。 こ
の方法は最近のもので1950年以降の実施であるが, 現在では使用河川約59のうち36河川は河ロ

部で捕獲採卵を行つて :1lt'り ,  使用施設は蓄養施設数146ヵ所使用総面積15,320坪に及・0:性の雄

親魚の著養率は78.4%,採卵使用率は61.2%とitつてお・り,未熱魚の長期蓄養による催熟採卵
の可能性は立証されるが, よ り高率の成續を収めるためにはよ り技術向上と施設の完成を必要
と す る o

2. 水質rli濁は単に源上親魚やi端魚介類に被害を及ぼすばかりでなく公衆術生, 農業灌概用水
等にも大きく障書を与えて:lli・り北海道の開発と工場基地の計画が進むに従い益々増大の假向に

あ る。 現状にお'いてもすでに多くの河川が汚濁されているがと ,11に石狩川, 綱走川, 斜里川等
がは1なはだし く性體.親魚の源上さえ危ぶまれている。

当場としてもこれが汚濁防止につ、,r、ては常に技術的,化学的の研究を積み , 各関係機関とも
密接itる連絡のもとに既設コ二場は勿論今後設立予定工場に対しても厳重なる指示:動告を与え極

力浄化放水の実施を促しているが如何せん法的制裁規定の確立を見ていな、,.f、現状下にお、.r、ては
その徽底を期するで一 とははな.はだ困難な実状にある。 斯る状況のまま今後数年間推移するなら

ば, t一の資源の減亡はもとより他産業に及ぼす影響もまた図り知れn ものがあり , 速急に法的
防止制度の確立を要する。

3. 密漁は願る激しい。前年度の検拳人員をみても3,138名に及んで お・り ,  そのうち584名は送

検されているから未検準の被書を含めた総被書数は莫大it ものとitる で あ ろ う。 当場では t_の
被書数を指lむべく数年来種々この調査を行つて い る が, 現在までの概数は全l1l:i:上数の30%̃40
%と み て い る o

て一れが防止対策としては北海道と も協議の上関係漁業団体を動員して全道的1tt啓蒙運動を展

開する一方機動力を持つた警察官の総動員を得て年々相当の効果をあげっつあるが, 戦後急激
に組織化された悪質密漁者の段尾は容易に根絶し難く , 1なお・今後に問題を残している。

当場としても ,  年 々減少の傾向にある源上親魚の完全利用1t図る観点から技術的に見て蓄養

可能の範囲まで捕獲位置を下げ被書の防止を図つている。

4. 稚魚の混獲は放流後のことで実数には表われてい1ないが,今後の見逃が,t:itい間題となろ う
tのtと では,沿1岸建網にっ、,r、て再三調査がく 1l)返えされ,放流数の約,7% (約 1 4 0 0万尾 )が
願 さ れ る と い う 能 が な さ れ て い る。 こうした被書は放流と定置漁業との間に何らかの調整
措置をと  らitければならないので目下関係機関と具体的防止策について技術的行政検討を行い

つつあり近く実施の運 '0:と、ttつて い る。

以上のような種々の問題に対しては, 継続的に研究しているが, とくに根本的ft問題を解決する

ために総合的1な調査試験計画を樹てその実態の究明に当つている。
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6. 鮭 增 殖 事 業

( 1 )  態增殖事業標況

本年度は親魚捕獲362250尾 , 採卵376,480,000粒の計画目標により, 直営のもの19個所・ 民間
委託のもの54個所で実施したが, 捕獲に於いては計画数の81.2%, 294,183尾を , 採卵数に:ii・いて

は79.0%,  297,543,930粒の成救を収めた。

これは最盛期 で あ る10月の中旬にお・いて全道的に襲来した降兩が例年に見られない多量ftもので

あ り ,  これがため各河川に增水の被書が連続的であつたため, 各捕獲採卵場にお・いて著しく操業日

数が短縮され, 上流えi斥上した觀魚も相当数にのぼつた もの と推定される。 t :.の增水の被書はさら

に書養池にも及ぼしl6,868尾の逃逸魚を:出すに到l;l , これらが原因して予想外の成績に終つたこと

は造t感であり , 今後にお-ける水害対策の徹底的究明を必要とする。
とくに本年度の事業を振り返つて例年 ;1:異1ltつている点は回游報??辞 が オ コ ツ ク 海 区と根室海区

に集中した こ と で ,  中でも日本海区は往年の影は見られ1ltい程:'t・:漁であつ /た。 全般的に見て,  前年
度に比較すると ,  捕i_壁数の9l,110尾の減は採卵数の36,69l,530粒の減に影響しておる。

(参考) 算 l 2 表  事業計画と実紙並びに前年度との比 f受、

区 分

1h1 l 獲 数

1i- 使 用 数
採 卵 数

運搬書死卵数

収 容 卵 数

計 画 数 l
- - 建
362,2501

規-a
前:
7

「4
2

6
'

l4

37

-i

千較.

3,61't,690
l

実

2

2

系i1 l 達
用1

294,l841
l

113,692l
nl

97 543,930 l
16,195,5的l
8l ,348,000 l

成 率

l i

8 l .2

79.7

79.0

77.l

所129和年度 l 前年無「
-- il1 -n
385,796. 減 91,6l3

132,802 l ″ 19,l10
1fl l重

334,235,460l ″ 36,69l,530

15,552,84()1 增 642,720

319,170,000l 減 37,822,000

蓄養の詳細については  °館_聽親魚蓄養成載。lt参照願いたい。
連搬害死卵数については本年度の連害率5.4%が示す如く  , 最近15ヵ年で最高の16,185,560粒を

出 し て い る。 これは根室支場14線採卵場が相次ぐ要雨により親魚の催熟が選れ,  極寒時に至つて卵

事 業 場 別 陸 親 魚

子を運搬しなければならなくなつたことが影響して348万粒からの運害数を出したのがこの成績を

左右している。 この原因究明には低温の影響, 受精率低一Fの原因, 卵子輸送摘の構造等究明の必要

ti;ある。 この他北見支場綱走採卵場の262万粒が多 く この原因については使用水 (受精 )に塩分が

含まれていたことが判明したのでこれは即刻改善された。

( 2 )  略和30年館增殖事業成積

第1 4国  支 場 別 陸 描 渡 採 卵 成 績 図

※附表第13表 事業場別al1親魚111i、i要採 1lll城表,li表
̃この表のtR;明̃
前年度の豊漁に比ぺて本年度は4年前の放流傾向から見ても事業成績の低下は考えられたが予想にたがわ

ず前1f度の成横を下理つた。 これを支場別に見ると上l四つた支場は北見支場管内の成ま投だけであった。 全道
的に見て前年度の成繊に比べて1l111a重1数において91,613尾, 採卵数粒36,691,530減少を示し, 更に確親魚使用
率において1.5%の低下を見たことは通粧であるが, この主なる原因は十1勝支場の打内,千代開採卵場にお

いて逃逸魚の多かったことによるものである。雌親魚使用率50%以下の箇所を事業場別に見ると ,北見支場

管内では支場%.5%, 興部41・0%, 十勝支場管内では支場39.71%, 天塩支場管内では徳志別事業場32.8%,

:千職支場では石狩3・7%である。 以上の箇所の内には增水による響養池破損のため多数の逃逸魚があったこ
とから使用率の低下があった箇所もあるが, 書養意慾の不足に起因する置所もぁり, 今後この指導, 替励に

一層の努力を要する。 本年度目立つて好成横を示したのは, 根室支場管内で, 全事業場が89.7%以上であり
現場職員の努力が 11;かがわれる。 しかし全道的に見て未だ4l,900尾の未利用能親魚を出しているが未利用魚
のないよ 11l努力を要する。
なお連搬害死卵の防止については特に改善を要する。

描 獲 採 卵 成 横 表

l
運 搬 書 死 卵 数 l 収 容 卵 数l一運搬書死卵数一 l 一収支

場

北見

事 業 場
描 獲 尾 数  l 使 用 親 魚 数

,二i -_L ?二「一 計 一 一、一一 一1:::i_J- ii:-
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-

5場
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-
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計

一

- l 8 -

1,8201
124 l
104j

1,705 l
:

15,779l

9,5i°l
5 7 l

57l

838

30,494
14,7l6

2,459
192
152

2,423

2l,536
13,453
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42,177
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一發oooa型期
4oo
oool3∞一一一f一一M一一一1

一一～
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9
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'
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9
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粒
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4
4
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4
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5
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l

2

-「6'的

5
'
前
'

卵

畑

g

領
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7.5

13l,

3,107,
1,552,
45,
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1i- 親 魚
使 用 率

34
00
95

99

83
8l
70
41
84

-「6-「4

平均1採卵数 期 間

iii「 ,3:,i二iii3
2 , 用1 9.27-11 . 2
3,227l 9.2l-l2. l0
2,4第1 9. 1-12.28
2,458, 9. 1-12.20
2,716 l 9.18-12.l8
2,211 j l0. 8-1 1 . 8
2,816l 9.21-11.30
2,521 l 9 . 1-l2.28
2,的「l 9 . 1-12.24
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到

，
e

，
5

1田
18l
'

m
m!
'

，'一

5
1
2
l
-
4
1
2

3

4
4
:

1

4
8
3
94

8

8

l

l
'

4
3
1

l
'3
'1
'
7
8

3a

-
1

=

l

場
別
太
別
部
内
部

沢

楽

支
尻
朱
利
厚
知
遊

計 講{

本 年 度 合 計

前 年 度 合 計

法 { 差

32l

l57 l

71
495
1,93l・
3,591 !
2,020l

i

8,29l「l
9,l05:

_ _ _  l

1

152,1的 l

1「4,231「:
l

l

22,049,
l

6l
340
183
963
3,925
6,757
3,l50

15,379
18, 1「51「

l41,995 の4,183

211,559 385,

69,564
l
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91,6l3 19,l i

6

17,
24,

計

5,403
l5,558
7,843
4,287
1,859
24,889
179
657

60,675
75,:a63

_ _ _ ----- l-_
3,256.
l 0 0 0
1,305
500
75
169
813
879
376

8,373
15, l74

l2,997
3,30l
4,371
1,452
274
548
3,225
2,74l
1,2l3

30122
51,775

採 卵 数

94.92.99.93.89.89.97.

92

85
88

l - - - - l - -----'_

平均採卵1111l l ! 期 間

2
2

l
20;:i l

25

10. 1-12.20
9.11-12.20
9 . 1-12.20
9. 6- 1 . 9
9. l0-l2. 7
9. 1-1 .20
9.20-11.2「
9.11-11.21

9・1- l.20

9. l-12.25

〇,; l01i,)-1 / / ン',0u
10,248,900. 527,20(
3,398900: 5890(

732,lml 19,50t

1,051,l00 3360(
6,734900 606,20(
5,480,980 l69,48(

2,300,080l 22,58(

67,760,160 l 3,707,06(l l:l2,346,200 4,809,70C
l

0,l't0 ,iUし11 ?8.6 2 ,76e l 9. l:l)-12.10
9,721,700 92.7l 3,1;‘t3l 9.23-12.18
3,340000l ”.5 3,570; 9.23-l1.27
7l2,5001 98.5l 3,678 9.22-.10.31
l,017,500 72.6l 2,7731 1 0 . l-12.10
言,jjf ,器: 81・5l 2,792' 9・2o-12・l7
, , l 6 .4l 2,944 l 9.19-1.31
2,277,500 99.1j 2,748・ l 0 . 6-12.20

l l
64,053,100 56.31 3,l16: 9.15-1.31
97,536,500 72.4 2,796 1 9.l0-12.24

8,39406(
605,50(
9,236,50(
50,00(

18,286,06(
2l,61「9,5「(

288,98(
9,70(
167,C)l6(
(

465,1「4(

8,105,的0l 78. l

595,800 32.1
9,069,440 96.'
50,000 81.i

1 ;「,820,a20 85.t
2l,8、9,5t0l 74.‘

3,20・l
1,233
2,865
2,778

2,878
2,601

9. l0-l 2 . l5
9 . l l-11.25
9 . 5-1l .1 1l'
8.26-l0.24
8.26-l2.15
8.13-12.20

5,472,50(
338,70(
552,40(
579,39'(
402,80(
1,674,30(
508,20(
3,450,10(
52,67(
826,00C

13,857,06(
41,100,32i

72,l0l
3,45(
3,20(
4,39(
3,30(
l1,80(
8,20(
87, l60(
17(
10,00C

204,21(
636,22(

5,400,40C)l 93.:
335,250l 3.
549,2001 67. 1
575,000l 外.1
399,500l 範.1
l,662,500l 100.l
500,000 j 98. 1
3,3ll12,500l 95. l
52,500l 外.l
816,000l 93.1
13,的2,前 的.l
40,469,100 5l.l

3,63'l;
2,84l1
2,51;,l
3,000
2,797
3,417
2,87l
2,736
2,634
2,691

3,126
3,050

9 . 6- 1.20
9.11-12.l5
9.14-1l.25
10. l-l2.20
1 0 . 2-12.20
10.1l-l2.20
9.24-12.24
l0.29-l2.25
l0.15-12.10
9.26-12.22
9 . 6-1 .20
9 . 2-1 .20

l58,50(
30l,00(
14l,00(
1,475,05(
4,714,50(
5,495,10(
6,208,00C

18,403,l5(
22,1 i「0,91(

3000. 65,5()(
6.3001 294,70(
1,0001 140,00(

2,5501 1,472,5(X
67000, 4,的7,50(
l00,9001 5,394,20(
148,000l 6,060,00(

328,「50 18,0;「4,4C(
385, 21,855,T4(

68.8l 3,113l 10.15-12.10
84.0l 2,288. 10.1-1 2 . 7
78.9j 2,5l8 j 9.17-11.30
100.0l 2,980: 10.1-1l.29
95.4l 2,547l 10.11- l2.10
93.7l 1,634 l 10. 3-12.2096.a 3,192l l 0. 1-l2.30
8194. 2,340・ 9.11「一12.30
9「.2l 2,5,04: 9 . 8-12.30

297,543,93l

334,235,4lil

36,691,53(

16,195,56C

15,552,840

642720

231,348,37l

319,l70,01(

37,821,65(

l
74.7I 2,617

76.2, 2,517
l

l-: 1oo
l

斑琴網走の寄贈卵
2,242,500粒除く

653
2 l3
1,l78
11

2,055

3,船4l
，fe
，e
，∞
調
到
3u

3

i

m

，應1

6

1

2

6

l

0
6
2
5
'

18l
92 l

45 j
199:
932l
l,0921
915

l

3,293l
3,7421

45,3571
59,0741

l_l
13,7l71

3,273
704
4,402
29

8,408
1i ,569
78
59
78

”0979
47
25
31
=

1l0
55

l
-
2
2
2
7
2
9

4

5
1

2
'

1
'

6
9

40
224
l0 l
694
2,783
4,455
2,860

l1,151「
12,的6

l59,C49

l9l,876

32,827
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2) 支事業場別姓解化放流成統

Plll表 第14表 支事業場別llll:解化放流成素f線

̃この表の銀:明 ̃
解化成横を支場別に見ると,解化率の最高が前年度と同様十勝支場で最低が手 j職文場の88・2%である。前
年度の不良成機であった。幌内,西綱定,歌登聯業場は水温上昇の見通しがっかないので,収容を中止して
減耗防止に努めた。また長万部,石狩,知内,增毛事業場は昨年度の不良成機を f免回すべく,水源間題につ
いて努力した結果,長万部事業場の30.4%の不良成系,l iを除いては90%以上の好成機を得た,本 t:特に民間

解化場の解化成系度を向上したのは喜ばしいことである。

支, 事業場別雄解化放流成績表

:
支場 l 事 業 場

l

収容卵数 死 11l l1数 解出尾数 l 解出率 l 放流尾数 l-一座座期ー
l l l 自 至

5,088,800l 外.01 4,936,0001 3.l5- 5 . 5
291,l70l 93.2l 290,000 4 20- 4.30
概i器 1 器:ii 事 i言8:翻 ii整整空.,3
6,103,000l 95.0, 6,080,000l 3.20 5.18
l0,159,600: 91.9: 10,l10,000l 4. 1- 5.3l
2,273,700, 83.4 2,l39,700l 4.10- 5.3l
679,600l 88 '8 660,000 4. 1- 5.3l

34,794,370l 91.51 ll,332,500 3.l5- 5.31
43,693,l00l 的.;「, 41,230,800 3.20- 5.31

l

北見l 支 場 l 5,407,500; 318,700
l 1畫 尾 別 3l2,500; 21,器
l が.l 墨 3,252,500l 575,
l 漢 琴 8,075,000l 553600
1 細 二,1lj 6,424,500j 321 500
1 uj 別 11,057,500・ 897900
l '11j、 ?t 2,726,500 l 452,800
; 9u 部 765,000: 85,400

'' ' ' ' ' ' 計 結{ j 器:器:器 l i総,1識
398
o
。認
識
7∞oo
'

900
'4
7n

'7f

”'22

一

第

発

7

“46
38
26

・

・
・
・
・1・
・
・
・
・

6
7
l5
7
1
7
33
3
2

l

e
報
m
e
3:e
，E

究
'8
'9
力
'

”'2'a
'l

2
2
70
5
7
82
2
28

2
'
3
'
80,2l01

一

68
76o
8oo
認
器
o9o
29o

'

7
5
'け
'0
9
外
'3
'l
2

一

6

t

09
6
24
12
5
3
10

l

8

6
7
14
7
9
6
30
3
2

3: 6.330,00(
7067,21(
14.527.80(
7
9
4
7
0
5

5
5
7

“'如'a

19
66
25
1
9
l

7
8
5
'0
2
'2

3

4.20- 5.3I
3. 7- 4 . 7
4.28- 6. l5
4.20- 5 . 3
3.25- 6. l 5
3. 1- 5.31
2. 1- 5.10
6.10- 6. l5
4. 1- 5.20
2. l- 6.l5
2 . l- 6.15

' 合

本 年 度 合 計

前 年 度 合 計

l 5

33
‘-6
一一

3
7

3
3
1
3

22
214

lf卵数 l
放流期間

自 王

4.10- 5.10
4.20- 5.13
3.20- 5. 5
3.15- 4.10
3. l 5- 4.15
2.2l- 3.25
3. 5- 4.20
4. l 0- 4. l5
4.10- 4.30
2.10- 5.20
2.15- 5.30

死 卵 数 孵出尾数 l 解出率 放流尾数
545,000: 680,60l
500,0001 15,4()l
745,400l l25,70l
662,500 l 30,60l
007,0001 l j7,70l
l75,000l 159,0C)l

59o,:器j l65,1a565,000 100,10l
200,000l 29,5()l

262,80a 3,933,細
656,6001 4,l05,1a

4,859,4C1(
484,6C)(
6l9,70(
1,631,90(
889,30(
1,016,00(
424,90(
a,20(
170,5()(

29,329,50(
42,55l ,5,CX

l

87.61 4,843,0C)l
96.9l 482,2(X
83.l, 580,00(

98.ヨ 1,599,3a
88.3 888,00(
86.5 1,0l3,50(
72.0 411,7()(
82.2 450,0()(
85.3 166 50(

. 88.2 館,919,00C

9、・2l 42,0t10,2tX
65,50(
090,0()(
810,0()(
294,90C
140,00C
000,00C
185,0()C
202,50C
95I,70C
75,00C

814,,llOC
434,4,lC

l

'12,知
146,90l
569,6()l
23,0C)l
9,30l

366,5()l
225,00l
37,90(
491,7()(
52,20l

l,934,6()l
2,19l,0「t

53,00(
2,943,10(
7,240,4()(
27l,70(
l30,70(
2,633,5()(
2,9l50,00(
1,16460(
3,460,00(
22,80(

20,879,8lX
22 243 37(

80.9
94.4
9 2.7
912.2
93.4
87.8
92.9
9l5.8
87.6
30.4

91.1
91.0

52,50l
2,917,5()l
7,l65,4()l
27l,00(
129,00(
2,633,5()(
2,900,0C)(
l,l62,50(
3,458,00(
22,60(

20, 1「12,00(
2l,907,40(

l 3. 3- 3.15
3.15- 5.18
3. 5- 4.30
3.20- 5.25
4. 1- 4.16
3.3l- 4.27
3. 1- 1l1.15
5 . 3- 6.10
3. 1- 4.30
5.20- 6 . 7
3 . 1- 6.l0
2.24- 6.10

720
i

3l9,l36,1l

35,869,

31,694,

6600,

287,441

29,268,

30

2

D

，一

9

5

91・1

9l.1 1 247,922
90・l269,338

1.0
l

,4701
,070l
-i

21,4l5,

1- 6.30

2.

2 , 1- 6.30
2 . 1-7.、0

場 23.45l ooc)l .492 2 l .959
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93 2T l 1'f l  叉 場

1 太 田
' li1川 路
l 細理 居
; 同 9・定
: 白 ,llil
; 排 別
; 札 内

l 大 .樹l ( i新 別), (利 別)

l 計 ?さiliii{i 前・1,
l

4 1,・・!,U_1 1 ,・y 4 ,M
5,442,500, 441,60(
l3,877,9001 l , 61;9,00(
3,340,000l 190,00(
2,158,000l 66,67(
950,000l 的,30(
5 042,5001 366,7(X
14,527,500l 568,50(
2,930,000l l 1990(

67,500l 6,8α

37l,200 26,30(

72,l58,l00 5,001,77(
90,731「,400 5,103,42t

_ ,yフy,_ j y ).〇 l _ , l U フ,_
5,000,90C)1 9l.9 4,769,3C)(
12,218900 88.0l 12,20l.50(
3,150,000. 9'l.3: 3,137,90(
2,091,330l 9l6.9l 2,009,30(
885,7001 93.2 l 883,70(
4,675,800l 92.7l 3,810,l(X
13,959,000; 96. 1 l 13,876,40(
2,810,l001 95.9l 2,770,30(00,700 l 89.9 60,6()(

用 9 0 0 l 92.9l 用,m
67,1的,330 l 93.1 解,965,0CM
85,633,980l 94.4 76,28l,32t

9,263,830 外.0 5,7l8,0()(
479,500 78.9 445,00(
6,54l ,0‘l〇 9i.6 6,4l0,00(
50l,8701 91.31 47l,80(
l,380,2外; 9l6.3 745,20(
892,600l 84.9, 852,「6(、9,059,、30; 89.2l 14,612,16(
l6,085,5601 1 4.21 12,836,67(

' t. !- :;'・.;'l
4. l 0- 5. l5
3.25- 5.20
3.10- 5.20
4. l- 5.30
5. 3-:).31
4.20- 5.14
2.15- 5.25
3 . 5- 4.30
5 . 8- 5. l 3
4. 5- 4. l 0
2.l5- 5.3l
3.10- 6.1 1「
4.26- 6. l 2
5.25- 6. 5
3 . l- 4.30
4. 5- 4.12
5 . 8- 5.17
3 . 8- 6.30
3 . 1- 6.30
3 . 1- 「.10

天11llll 1 支 場 l l0,290,710l 1,026,880
徳 ilj ljllt ' 595,800l l16,300

. 屯 別 l 7,l38,g6050l )9j,器1 ( ロ ク シ ナ イ )  l 5 4 9 ,地l 4 ,
, 名 寄 l 1,433,200l 52,910
1 増 :毛 l 1,051,000 158,400
l 計 維{言1:89i言:i認; 1;選;認

千職 支 場

1 (浜 益)
l 石 li守
1 ,_,i 江l フt 浦 河
三 石

18,l77,500
260,000
237,700
549,200
1996,000
52,500

2225100
33:200
8,800
外,200
182,l00
500

15,952,400
226,800
228,900
49:),000
1,813,900
52,000

87.9
87.2
96.3
90. 1
90.9
99.0

15,793,000
225,000
l1l,400
492,600
l,804,800
52,000

4.18- 5.25
4.28- 4.28
3.10- 4.15
4. l 0- 5.23
2.27- 5.15
4. 1- 5.30

05 5 .3

計 維{ l 器
86,953,iit
77,234,01 *温零網走の寄賠卵2,242,500粒含む。移1l種_時における運搬書死卵数324,150粒

3) 海区水系別陸親魚捕獲採卵成裁

附表 第l5表 海区水系別蛙親魚描独源19l城横表

̃この表の銀;明̃

姓抽'渡線卯成繊を海区別に見ると捕獲数の般高はオコツク海区で, 前年度の法?装以東1llo区をしのく'87,l04
尾を描i整し,採卵数は86,722,500粒を示した。

採卵数においては使用率の高かった根室支場のl02,357,000粒が般高位をぉさめた。 採卵場別, a量&義1ltlllt使
用率について,50%以下のものは常昌,德一、志別,幌別,浜屯別,天塩,石狩,i動 1J ,音別, 1r1'内,東 l 5号 ,
12号の各採卯場で今後特に向上に努力すべきである。



海 区 水 系 別 陸 親 魚
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1fit

区

抽、

獲 尾

0

数 使 fE

率

親 魚
水 系 支事業場 採タl l場

率 計 0

オ

l

ツ

ク

・1f1ll

区

養9u州 l 高 尾 望 l 指 尾 望
漢 琴 川 1 漢 琴 l 漢 琴
相 走 川 l 網 走 網  走
″ ″ 西 綱 定

: 計

常 呂 川 l 北 見 j 常 呂
″ l ″ l 端 計 野

渚 l l 湧 別 1-ll渚 滑 川 精  滑 l 兀 西
興 部 川 興  部 興  部
幌 内 川 幌  内 幌  内
独 l 志 別 川 徳 志 別 徳 志 aリ
l? 別 川 ″ 1 幌 別
屯 別 川 屯  別 l 電 者 lll
″ ″ l 浜 l j lti .21il

1 計

海 区 計 {赫
.-.-_ __ _l・__ _ - _ _ _ ' - - -・
11、. 1l,i 川、天 ;lt1l l 天 ii?
. ″ l ″ 佐 /久

: : l 萎 操l 計
, ' l ・ ・

:9l 期別川 l 増 毛 暑 寒 別
石 狩 川 l 石  狩 石  狩

: l 音 ″ 江 書 要
〟 千 歳 西  越

l l 計

養益州 l 養 義 l 言 望
利 別 川 利 別 ! 冷  水
厚 沢 部 川 l 厚 沢 部 1 厚 沢 部

海 区 計 {講j

12
1()i

1,70l
13,69i
5,18(

18,87:

3,93 1
l ,34 1
5,27l

11,68l
73
l31
48l
31l
l,181
3,221

;34l
3,561

44,691
22,91l

621

34,

461
l,891
3,32l

2;
3,l81
コ

;1l2;
1,48,
5,03;

7
l 5
49'
1,93

11,a2l
32,681

對 用1 124 l 的

l55 264 104 48

一 一5l 718
1 0 , 5 2 7 2 4 , 2 1 9l 10,9:)4 3 , 5 5 4
4 , 9 8 3 1 0 , 1 6 3l 4 , 8 2 5 2 , 2 0 3
1 5 , 5 1 0 3 4 , 3 8 2I 1 5 , 7 7 9 5 , 7 5 7

3 4 的 類 5'5 ' 6

1 8 4 2 , 0 2 5 1 , 3 0 5  523
4,( ) 9 2 9 , 3 7 0 l , 8 2 0  639

l5,593l 2 7 , 2 7 9 9 , 5 5 0 3,903
7 5 5 1 , 4 8 6  5l7 202
l98 337 57 2 l
1 , 0 2 6 2 , 0 l 5  838 327
504 815 57 23
l , 0 7 2 2 , 2 5 7  4 %  l90

l,851 l 5 , 0 7 6 3 , l 4 l l , l 3 5
,_ 279l 6 l 9  83l 43
. _2,130l 5,695 l 3 , 2 2 4 1 , l 7 8
ii;器1 器:盤, ii,,認l 、1:體
- -i%l - l 47-8「一 2 %I - -5i

器言l 割 3要l 器

5 9 3 ; 2 , 4 8 5 1 , 7 5 0  469

2 4調 5 7 外 2 6 2 0  653

2 l  43 18 11
5 , 3 1 3 8 , 5 0 l  119l 如

59 97 5 4
303 626 218 60
8 5 7 2,341 1 ,439 139
6, 5 3 2 li,565 1 ,181 743

l12 l83 %1 45
183 340 l32 92

, ,義 3,義言 ,,a言il , j,美
11,i'3()1 2 2 809l 6,953l 2,6「6
43,「「8: 76,,ll 6 5 1 6 , 3 ,lt2, l「,3l:l2

l l l

l-l

本

海

区

根

室

海

区

la1l l 器 易 l 播 院 l i:接l 元サキ ムィml ″ . 元サキムイ 1  4.
サキムイ川 l ″ l サ キ ム イ 1 1 ,09
藤 別 川 j ″ l 1 素 別 ; 8 , 4 3(1コ タ ヌ カ 川 l ″  - 1 10'
忠 類 川 : 伊 茶 仁 忠 類 l 22(
伊 茶 仁 川 l ″ 伊 茶 仁 l 5 , 2 2e
標 津 川 中 標 津 l チ ナ ナ l l2t
″ ″ 標 津  2,621
″ ″ 武 佐  52:

l
l l 計 3,26(

当 幌 川 l 計 根 別 当 幌 l 1,2«
春 別 川 l ″ 春 別 l 12
床 丹 川 l ″ 床 丹 ,  20'
西 別 川 l 虹 別 l l 4 線 l 1 5 , 削
″ l ″ 虹別構内 l 29(
″ ″ 西 春 別 l 7,61i

l 計 23,70C

2,79,ll

8要
737
6,870
47
177
2,856

l 2,6432983,027
l 1,44395168l1,068l27l 5,9 63
l7,158

6,397
2,282
70
1,820
15,309
154
397
8,082
212
5,264
820

6,296

2,的3
219
372
26,869
417
13,58l

40,867

3,415l l,988
1,287 l 596

對 25
1,000 526
7,878 4060

44

22ヨ 118

5,l73 2,332
111 41
2,456 951
501 227

3,()68 l,219

',1i3l 3;3
172l 52
l2,l79l 3,304

13l 4

6,362 3,027

l8,554 6,335

捕 獲 採 卵 成 ,ifl 表

一数_
計

i

採 ?l J 数 速搬書死タll数 l 収容  卵 数 S-親魚
使用率

平 均

採 卵 数
期 「置1

l92: 312,80(
l52! 260,00(
l ( 'M l l 8 3 0.00l)刷l;1く

2,423l 5,50l,7(X
14,508j 25,039,l0(
7,028l 13,430,3(X

( 書m 1,412,S001脇llく
2l.536 j 第,469,4a

63l l 1,334,50(l,828 3,642,30(
2,459l 4,976,8(X

l
l3,453l 23,470,0()(
719l 1,404,30(78: l26,00(
1,165 l 2,359,5C)l
80: l_ ,1C)l
624 l “l,4()l
4,276 l 8,976,5(X
126: 260,0()l
4,402 j 9,236,5a
47,283l 86,722,50l
24,568l 40,927,63l

300l 312,500l 100.01 2,523 I 1も. li-f2.1国0
7,500l 252,500l 95.4 l 2,500 l 9.27-l 1 . 2
l3l,700l 5,370,ml ”.81 3,望7 l 9.12-12・10
2,624,600j 22,414,500 8 0 01 2,286l 9 . 1-12.28
482,800 l 12,947,500 93.1l 2 ,783 l 10.11-l2.26
3 , l07400 l 35,362,000 83.6 2,438l 9. l-12.28

l
57,000l l,277,500 13.1 i 2,59l 9. 7-12.15
37300. 3,605,000 97.3; 2,791l10. 1-12.25
9-01 4,882,500l %.5 j 2,735 l 9 . 7-l 2.25ll,552,500 2l,917,500 81.7l 2 , 4 5 8 l 0 . 1-l2.2l
45,300 1,359,0001 70.7! 2,716: 9・l8二 l j・13,4i:998l 2最器 l ii:?l i:言 lil '9:2i二,,:3o
3,300l 140,800: l8.3l 2.527l 9.l1-10.31
6 ,nl 455.m '  26.6l l ・“3 9・l1-1j・j3
1“,前 l  8,812,440 l 97.4, 2.858 l0. - .
,6?:器 j g,3ii:器l 認:1' i:選き1 3:i二1i.1t

l l ・
5.第1,2的 8l,的l,240l 76・5l 2,器證、,‘.76,030l 39,923,1001 74.6 2, l

347
273
434
2,219
3,273

29
l59
l1
278
2,078
2,52・4

101
224
69'
2,781i
9,62ll
25,6,ll・4

910,00(
626,50C
989,00C
5,868,56(
8,394,06(

50,0C)(
338,7()(
15,l0(
552,40(
5,3ll,80C
6,2l8,00(

l41,00(
301,00(
l,475,05(
4,714,50(

21,293,61(
53,890,31l

6,430
18,770
l55,480
108,300
288,980

3,450
lOC
3,20C
71,80C
78,55C

l,00C
6,30C
2,55C
67,0C)C

444,38(
658,31C

903.570
607,730
833,520
5,760,260
8,l05,080

50,000
335,250
15,000
11;49,200
5,240,000
6,139,450

l40,000
294,700
l,472,500
4,647,500

2D,8,l19,23C
53,3l2,、1「C

47.6
69.8
72.3
9l2.5
78.9

8l .8
3.7
13.2
67.5
97.0
35.4

78.l l
84.1
100.0
95.l;

63.C
56.1

3.07'l
2.601
2.9l61
3,353
3,2C1,l

2,77le
2,84l1
3,02C
2,534
3,691
3,491

2,5 l i
2,28C
2,98(
2,54i

3,06
2,93i

9.l0-11.22
9.25-12.l5
1 0 . l-12.10
9.25-12.11
9.l0-l2.l5
8.26-10.24
9 . 2-I2.l5
9. 6-l1. l0
9. l4-l l .25
9,10-1 . 2 0
9 . 2-1 . 2 0
9. l7-1l,28
l 0.1-12 . 7
l 0 . l 0-l l .23
10.l1- l2 . l0

i;?il 1:識設
68l 95,20C
I,526l 2,298,22(
l l 938l 17,84 l,54C
143l 222,79C
338l 556,65(
7,5051 ll,582,50C
l52・ 278,2()C
3,407; 5,580,9()C
728j 1,2,l10,00(

l l(x4,287 7,l19,

l,479 2,839, l60(
l56 308,80(
224 414,40(
15,483 29820,05(

17j 25,()8(

9,389l 17,0l5,38(
24,889j %,860,51(

1 m

. 146,500 7,384.
138,430 2,850,500
4,300 外 , 用
!23,720 2,174,500
894,040 l6,9'l7,500
8,l90 2 l4600
21,65()1 535,000
507,5001 l1,075,000
3,200l 275,000

器:認l i:三言3:認
101,6001 7,017,500

1
1l4,,600 2,725,000
6,300 如2,500
16,900 597,500
3,480,050 26,340,000
80 25,000

8l0,380 l6,205,000

4,290,510l 42,570,000
l

94.8l 2.205l l 0 . 1-l2.20
89.6 2.322l 9 . l1-l2. l5
l00.0 2,214l 10.24-12.l5
92.3 2.298 9 . l 1-12.15
93.4 2,265 9 . 2 2-12.20
92.5 2,250 1 l . 5-12.15
100.0 2,5如: 9 . l-12 . 5
99.0 2,239i l 0 . 5-12.20
88.0 2,506: 9.22- 1 . 9
93.7 2,249j 9 . 6- 1 . 9l % 0  2 5 l 5 l 9 1 4-1222
93.9l 2,320l 9 . 6- l . 9

189.9 2,'547 l 9,10-12,l9
96.8 2,573 9.l1-1 2 . 7
84.3 2,409l 9.1l-12. 7
77.0 2.5261 9.! l- l.20-.8 l,929l 12.1一塗 l 5
83.5 2,684 l l 0 . 1-a20目j如

l '78.3 2,526l 1 0 . l- 1.20



一

場

一

用
一

一

採

一

-
一

新

一

一M一
一

-
一

系

-
一

-

l 動i契e辺牛J:l l 太 田 l ? 聽 l 1,雜l j,j11
要リ l l 路 川 1 釧 鞋 ・li, lr l , , ,
l ″ 在藝 居 豊, lll!. 956 83(

.1llll l ' 計 4,2的 4,54 」

標 l jf ,j ヨ、, ' 川 l 同 賽' l 同 り、,i i 2?21 表
禁. l 茶 鑑 川 自  粗長1茶 路 l  4 5
設 l 管 別 川 l ″ 1 音  別 l l07: . 13:

, 十 勝 川 十  勝 l 「1 内 ・  14,872l l9,5器
、 l ″ ″ 千 代 田 l 9,678 8,48‘
以 1 ″ .%f 別 東 1 5 号 1 765 2,33

l ″ l tk 内 東 1 2 観 認 2,言1l ″ l itF 別 : 利 別 l
東 l  ″ 1 ク 1 新事 別 1 l.955 9'5(l グ l 札 内 l 面  川 l 1, j要1 2, 1義
海 ″ l グ l 札 計 内 l 力,名2 % , 3 71

区 l 要一一″ 樹 l 要 建 l 電l t
l

l 海 区 計 {維 1 器:期 6話:4霧

3,874i 2,30

襯 3,要
8,805l 4,0l1

293l l9'
795l %

240j 31?,47l l 4,64
l8 , l60j 5,09l
3,099l 361
3,550l 20

254l 1212 9 0 5l l,92
4,055 l 1,57l

325j j66,819l 14,01 .
1,844l 83

l
l

82,6「0: 21 ,741
1i6,9581 36,50

1

1,000
1,305
500
1,805

75
142
27
1,694
1,562
92
59
5l
670
782
38
4,948

376

8,373
l5,1i4一 l 理 別 l- 2的

標 , -,c 浦 川 n 浦 河 , 兀 浦 河 1  59

1 言, 要 i i 1 言, 萬l意, 要 1 , ,3i言
11i1- l 新 冠 川 新  冠、新 1社 l79

1 ・ 1, 期 川 ″ 船 川 l 91
以 j ,lili 払 川 1明i 払 l 勇 払 490
自 老 川 自  J整l 白 老 ・ l '62
: 1 政 生 川 數 生 l 數 生 l 2 l4

西 l 遊 楽 部 川 遊 楽 部 1 遊 楽 部 l 2,020
l 落 部 川 ,  ″ 1 落 部 l 32

海 u実辺地J: l l 知 内 器 辺 整 2,器1u 内 川  ″ l 内
1

区 l  海 区 計 {維 l lg:第j

2言91 4器_10l 32
‘84 l 2,103
871 266

226l 3l7
54,ll 1.0:;4
183 % 5
175 389
1,130 3.l50

29l 61
2,755l 5,683
4 l l l l,074

l
6,60e; l5,050
10,7l8 21,193

l

262
45
20
1,261
177

60
49C
14,l
1911l
l,945

22
2,851
5l2

「,982
l0,l:l21

90
14
1l

664
70

3l
289
65
100
9 l5

18
913
l79

3,35l9
4,586

45,358

59,01「4

13,7l6

本 年 度 合 計

前 年 度 合 計

比 較 { 増
減

l
152,1的1 141,995

i
174,23ll 2l1,559

l

-l -
22,049l 69,564

294,l83

385, 1「96

9l,6l3

1l3,692

132,802

l9,1l0

- 26 -

数

引・

179
657

60,675
75,263

3,301 l

1:iii j
5,823l

6
6

4l
3
'5i
9
8l
5

オ
的

6Re

45

1
358,l00.
l,340,160

l
102,357,000
1i l,08C,830
6,369
10,248
3,398
13.647

732
960
90

4.869.

6.574

，類
，

8
22
'
405
449
'

6
8

222
527
58
586

19
10
22
838
.208

l 率 i現魚 l
客 卵 数 l 使率用 l
-一表9;;001 -97. l l
l,317,500 92.2l

i
95,951,f00 86,6
103,35,6,000 88.2l

6,146
9 7 2 l
3:用
l3.061

l2
50
67
3l

7
9

014
5.366

- 27 -

1
'

6
，7
l6
，2
-

i
5
'a
l5
:
2

98
92
99
94

98
82
35
3l

:

2
2

2
2

l一 一
12i
l7
，，2m
-

1總
i
3

引
1
i
油
-

8
-

解

一

8
56

39

-

7
34
57
39

6
8l
3
Oll
i
52
一一一一一一9
2
2
0
62

期 間

日

27
21

月

一-
"一
一
一

m
如

=

見

9
9

9. l 5-l2.10
9.23- l2.18
9.23-1l.27
9.23-12.l8
9.22- l0.31
1 0 . 3-12. 7
10. l-12.10
9.2l- l l .30
9.27 2.250,0 フ 〇 l IU,.・1i,1-

455l l , l l 6 ,m26l 531,l0(

179l 378,30(2,591. 5,240,60(
2,3581 4,714,50(
l221 235,38(

l 8 , % 3l 43,659,顧

l,213 2,300,08(

- l -
30,l22j 6t,160,、6(
51,775l l l:l2,346,2a

l ,・V 0, l ll
96,00
38,60l
7,10l
503,lC)l
119,5()l
11,38l
2,822,48l

22,58l

3,7l07,06l
4,a09, 1「(M

'1:o続 ;統l ;-i 5l li','cii
492,? l 20.6l 2,62
37l,200l 9 l .4l 2,95
4,737,500 l 98.3 2,724,59) 000, 82.2, 2 9 9
224,000l 6l .8: 2,80
40,837,2001 46.0 1 3 , l l

2,277,500 ”.1 j 2,74

- -; -

64,053,100, 56.3‘ 3,1l
97,536,500 72.41 2,79

l l------- 1- - - l- - '---
693000l 97.8l 2,67
123,000l 76.3l 2,77・

52,500l 外.91 2,63
3,362500l 95.6: 2,73

500,ml 98.9l 2,87

145,400l 65.9: 2,42
l , l562,5001 l00.0l 3,4l
399,認1 88.9j 2,79
575, 90.2 3,001
6,前,期 % . 6  3,l91

65,500 68.8 3 , l l ・
3,951,700 97.4 l ,40
1,_2,500l 77.2 2,93

19:第:1器l 器:司' i:a言

フ・1 l- l e ・1 ノ
9.20-10.3l
9. l7-l0.27
9.27- l0.17
9.23- l2. l7
9.20- l .3l
9.19-1 l . 5
9. l9- l . 3 l
1 0 . 6-12.20

352
59
3l
1,925
247

9 l
779
209
293
2,8ll10

40
3,7a
691

l1,341
14,607

l70l,000 8,00(
125000 2,0C)(

52,670l l7(3,450,l00l 87,60(
508,200・ 8,20(

1l45600 20(
1,674,300 l l ,80(

402,800l 3,30(

6,i整:器l ,4構
68,500: 3,00(
3,994 600l 42,90(l,500,500 l 58,m

19,410,660l 377,56C
25,256,32Dl 362,97(

10,24-l2.20
9.26- l2.22
10,15-12.l0
10.29-12.25
9.24-12.24
9 . l 8-11.30
10.10- l2.20
l 0 . 2- l2.20
10. l- l2.20
10. l- l2.30
l0.15- l2.10
l 0 . 3- l 2 . l9
10.25- l2.20

、59,050 lll,543,930l 16,195,560
1 l

191,8761 334,235,御: 15,的2,840- -! 642,720
l l

32,826 36,691,530. -
l i

28l ,3a,3「01 74.7: 2,6l「l 運害率5.4%
319,、70,010l 76・2l 2,5、7l

-l - -l

3「,田,650l -1 -l



4) 海区水系別陸解化放流成横

附表 第l6表海区水系別陸期ヒ放流成機表

̃この表の観:明̃

海区別放流数を見ると根室海区が24,321,210尾の全i道般高量放流を示した。ついで線装以東海区, オコツ

ク海区の順である。 ここでめだっことは根室海区の全採卵場は採卵成横が良好な上に解化成載の向上を示し
た。

海 区 水 系 別 陸 解 化 放 流 成 裁 表

l l
好出率: 放流尾数

政 1liii 期 間
水 系 l 事 業 場 収容卵数 ' 死 卵 数 解出尾数 自 至

岩尾別川

象到里川

澳 琴 川

網 走 川

常 日 川

独j別川

消 滑 川

興 部 川

徳志別川

屯 別 川

海 l

岩 尾 別

斜 里

漢 琴

細 走

北 見

切 別

渚 滑

興 部

徳 志 別

屯 別

ll 計

3l2,5()(

3,252,50(

8,075,00(

6,424,50(

5407,50(

l1,057,50(

2,726,50(

765,00(

595,80(

7,138,05(

45,754,85(

l l

21,330. 291,l70 93.2

574,5001 2,677,100 a2 3
553,60C)l 7,lll21400 93.1

32l,500l 6,103,000! % . 0
318,700 l 5,088,800l % . 0
897,9001 10,159,600 91.9
452,80() l 2,273,70 0 83.4

85,400 679,600 88.8

1l6,300 479,500 78.9

597,010 6 541040 l 9l.6
3,939,940: 41,814,910l 91.4

290,0()l

2 ,596.80(

7,520,00(

6080,0()l

4,936,00(

10,1l0,00(

2,139,70(

l660,0()(

4,l5,00(

6,410,00(

41,1能,田

4.20- 4.30
自然放流

3,25- 5.13
3.20- 5.18
3.15- 5 . 5
4 . 1- 5.31
4.10- 5.31
4. 1- 5.31
5.25- 6 . 5
3 . 1- 4,30
3 . 1- 5,3l
4. 5- 4.12
4.26- 6.12
5 . 8- 5.17
4. 5- 6.12
3 . 8- 6.30
4.28- 4.28
3 . l 0- 4.15
4.10- 5.23
4.18- 5.25
3.10- 5.25
3.20- 5.25
4. 1- 4. l 6
3.3l- 4.27
3 . 1- 3.15
3 . l- 6.30

天 11l1l 川 l(ロクシナイ
″ l 天 t i i
″ l 名 寄
天 塩 川 計

一理1期 l1川 l 增 毛
浜 益 川 l ( 浜 益;
石 狩 川 l 石 狩
″ 音 江
″ : 千 歳

石 狩 川 計

尻 別 川 l 尻 別
朱 太 川 朱 太

利 別 川 利 別

厚沢部川厚沢部

海 区 計

549,9l6l

10,290,71l

1,433,20l

12,273.87l

1,051,00(

;260,0C)l

237,7C)l

男9,20(

18,177,50(

l8,964,40(

294,70(

140,00(

3,000,00(

3,185,00(

39,l68,9ft

48,09(

1,026,88(

52,91(

1,l27,88(

158,40(

33,20(

8,8C)(

54,20(

2,225,10(

2,288,10C

23,0()(

9,30C

36,6,5C)C

225,00C

4,231,38(

l l
501,870 l 9l .3 471,80l
9,263,830 l 90.0 5,7l8,0Cll
1,380,290l 96.31 745,2a
1l,145,990 外.8 6,935,0()l

892 600 84.9 81ll2,76l

義 87.21 225,m

理8,900 96.3 111,40(

495,000 外.1 492,60(

15,952 400 87.91 15,793,0()l
16,676,3001 91.7 16,397,00(
271,700l 92.2 271,00(
130,7001 93.4 129,0()(
2,633,500 87.8 2,633,50(

2960,000: 92.9l 2,900,00(
34,937,590. 89.2l 30,343,26(

l

羅 臼 川 1 羅 臼

藤 別 川 1蒸 別
忠 類 川 ( 忠 類 )

伊 茶 仁 川 伊 茶 仁

標 津 川 根 室

″ . 中 標 津

標 津 川 計

当 幌 川 l 計 根 別
床 舟 川 l ( 床 丹 )

7,384,0(X

15,327,50(

1000,00(

6,777,5()l

6900,00(

11,865,00(

18,765,00l

6,9l7,50(

500,0()l

288,240

709,700

68,200

469,100

252,400

2,735400

2,987,800

「65,400

57,200

7,095,760l 96.1

14,617,8001 95.4
9 3l ,800l 93.2
6,308,400j 93.1
6,647,600・ 9l6.3

l9,129,600 77.0

15.777,200l 解.1
6,152,的l 8 8 9
名2,80()l 88.6

7067,21l

14,527,8a
9 31,50l

6,2男,2()l

6,330,0()l
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( 1 )  配增殖事業概況

7. 電建 増 殖 事 業

本年度の開殖事業は直営l8個所,委ll1l;29個所,計47個所の捕?建採卵場にお・いて実施した。桜i建

は全道的にtii上魚が薄く,周標の37%に '一どまり,前年度に比して1.Cl85尾の減少を示し7tが , 採
卵数にお、f、ては目標の51.1%, 前年度よ り394,740粒の增加t示した。
これは蓄養技術の向上により,鞋死親魚を最少限に止め7 t結果であり,前年度の雌斃死率12.7:% (

661尾)に対して本年度はl1.3% (468尾) 、一向上している。
津太館は豊漁年度に当lb,160,825尾という昭和26年に次ぐ好成被を上げた。 これは目標(90,200

尾) の178.3%であ り ,  近年にない特異な型としてその捕整がォ ''ツク海区にほとんどが偏してい

る o

一方採卵数にお・いては50,623,840粒目標 (42,040,000粒) のl20 .4%を示したが,  総体的に見て
雌親魚使用率にお・いて46.0%の低率を示した。

幌内,雄武,湧別,興部,渚滑の各採卵場の蓄養施設の不備により多くの雌発死魚を出したこと

が大きな原因である。

聽は習性上春期增水期に i斥・上するので捕獲が困難であるばかりでなく ,  産卵床が上流であること

と成熟には長期を要するため蓄養がはなは1llll1困難な場合が多く, 増殖事業上多 くの問題点を残して

い る o

樺太館は北見支場の44.2%という低い成鑽のために全道平均が46%の低調1t余l表な‘l1 さ れた。 従

つて本魚種の蓄養方法にっいてはさらに検討の要がある。 また孵化率は健に比べていf。れも低く運

害率もやや高,l1 , この点についても技術上の研究の余地がぁる。

桜館の雌親魚使用率は近年めつき b成績が向上し, 天塩支場を除いては各支場と も好成續を挙げ

ているが,  天塩支場管内徳志別採卵場及 ・〇1北見支場管内常昌採卵場は論外の成鑽で, この状態は大

きく改善されなければftら1 tい。
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( 2 )  路和30年度配lt殖事業成續
第 l 5 図  支 場 別 桜 館 描 獲 採 卵 成 識 図
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̃この表の識i明̃ 桜機の事業成横は相変らずの低調であるが,採1l1ll城前iは最近特に上昇傾向にある
根室支場管内はめざましい向上振りを示している

魚 描 獲 採 卵 成 裁 表
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2 )  支, 事業場別桜解化放流成裁

̃この表のll明̃ 孵化成横は前年度に比べて4・2%上5l1l-を示した。
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213 792, 579l 200l 150 5081 344: 118

i l
369l l,335, 950, 322

l ・ l

1l

i

i

i

植 別 川 i 藤 別 ; 特 型 : 言3 2言 l 義l j j忠 類 川 ・ 伊 茶 仁 l 思  類-  . l 1 -
標 テ 川 l 中 i警 津 1 表 ナ 1? l . 6j3 g器 7提1 5gj g言

l 計 l 621 10l . 722: 599 97

当 幌 川l -計 根 別 当  幌 l l76 62 2381 174 48

置 望 州 l 舞 者科 : 置 春 理 l ii; 基言, ai言・ 手i1 2三9
別 当 賀 川 厚  床 : 別 当 賀 l  372 255 : 6271 370 9 5

海 区 計 l 2,268 7751 3,043l 2,l44 53l

一支一一場f 事:一一i -:場/
千 歳 j 支 一 場 1
渡 島 l 要 望 l

̃この表の能明̃

3)海区水系別桜期親無抽、i班採jl城細

※ 附 表 第 2 l 表

-一本 年 度 合 計 l 5,4641 2,2281 i,eifi 4,143: l,195
前 年 度 合 計 l 6,0151 2, 1「5e 8,773: 4,4「i l 1,491「一1 比 較 {義 1 - 国 l ,oe-5l 51 通

7 . 1- 9.30
6.27- 9.12
6.27- 9. l8
7.11-1 0 . 6

4 )  海区水系別桜a解化放流成横

- 34 -

，ml3
，3第
1

1
'5
'3
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27

2
1

3

，最一f『 21
=
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，m，m一響3，'
1
'2
3
'2

3
一一

a
'

9
，b'Q

l3
'

' :

:
:
・
一

3
92
8
96

9

e

1

-

一

，鐵
1加
-
-

1
75
142
020

238

2
1

3

l

。13:
-

，E
-
一

9.25- 9.30
9.11-10.31
9. 1-10.10
9.17-l 0.10
9 . 1-10.3l

,き 2i:9991 , ,3i3j 2i::器l 33:8; 1:選言1 1:'t二3:18
6ig 1,2空i;5器1 24,5器1 1,2認:器 l ?:3l 1:37?l 言:1g::1g;i3
6 %  1,244,900: 24,9001 1,220,000 96.5: 2 , 0 7 8 l 8. 9-10.10
222- 435,000l 10,000! t25,000l 9 8.9: 2,500l 6.27-l 0 . 3
329 66l0,100j 3,1001 657,000l 86.8l 2,445 l 7.14- 9.20
94 5 1,514,熱 29,500・ i,485, 000 j100 .0l 2,1? 7.10-10 . 8
% 5  677,780 7,780l 670,m ”.5 l,832 7 . 5- 9.27

2 , 6l51 4,的i,71 i6,m 4,48l ,000 94.5l 2,1 6.2l- l0.10
5,a8 9,709,6f0
5,968 9,314,930-l 394,740
63d -
l

l68,900: 9,5,40,m ぁ.9; 2,344
1i0,450, 9,2D4480. 74.3l 2,083
58,450 336,290 1.6l 26l
-l -l -l -
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※ 附 表 第2 2表  海区水系別桜第解イI1li放流成横表

水 系 事業場 収容卵数 死 卵 数 解出尾数 好出率
放流尾数 1放流期間l 備l 自 l 至 .

岩尾2lll川
斜 里 川
常 昌 川
興 部 川

海 E

岩尾別
斜 里
北 見
興 部

計

665,000
1,127,500
4,000
25,000

l,82l,5a1

22,800
171,300
700
2,570

19「,31ll0

ll)42,200
956,200
3,300
22,430

l , l i24,l30

96.8
84.8
82.5
89.7

89.2

6'l0,000
937,100
3,200
22,000

1,602,300

920
68,500
l,861,000
957,000

2,的「,4210

4.20目

- 1 一自然放流
2.102.30
3 . 1 l3.31
l
2.10l4.的

l '

3.253.3l

開l { 統 認3.l04. l6

1.如4.的l

天 塩 川 l 天 塩
石 狩 川 千 新
尻 別 川 屍 li
朱 太 川 , 朱 太

海 区 計

1,270
75,000
2,139,000
l,020,000

3235,21l10 l
120
6,000
277,500
53,200

336,820

- -一 一 一

30
2,500
S9,500
43,300

l 36 _730

1,150
69,000
l,861,500
966,800

2,898,45,0

2,970
18,'ll00
l,130,500
38l,700

620 _270

90.l11
92.0
87.5
94.8

89.6

99.0
88.1
92.7
89.8

94 4

套割 l薄盡 l ,表聽
i ; l i 明.l l l / l 1lrr '月ll l 657 _000

l 1 i
29002.29;2.29j
18,000:4.204.20l
l 0 6 4 9 0 013.25:3.31
378,000 l1.l511.30:

; l595 _4701 _ 5:1 _ 30

1=-
区

一

別
運
賀

一

．
'

'

腦

海

i

西
属
別

'

．

l
l
:
l
l

l
，

l

海

区

一

別
中
床

虹
浜
厚

l,485
670

計 l4,481,000

※ 附 表 第 2 3表

一-

到
一

一'e
'
36
'一業
一
2

a

一

'8
'l
'

一4
64

94
95

4,195,7n0l 93

.0j 2 , 用12.2912.29j.1 j 18,m:4.20.4.20 l

.7l l ,“4 , 用13.25:3.31

.8 378,m1.l511.30:

l l4 595,4701.5'1.30
.3l 1,320,m3.20,3.3l
.7 634,前l3.10;3.31

: l

6 ‘l',0、4,11'0 1 . 514,201
1 l

支, 事 業 場 別 i準 太 館

水 系 事業場 収容卵数

9,的l,1i1o

l
改流期間

自 : 至
l. lili.3o

備 考死 卵 数

819,420

解出尾数解出率
i
放流尾数

合 計 8,;「18,:350 91.4 l
8,5a3,890l

第16図  支場別樺太解捕獲採卵成横図

5 )  支, 事業場別f準太解魚捕獲採卵成績

̃この表の能明̃ 排太轉の成裁は近年上昇傾向にあるが部分的には親魚使用率の低い簡所が見られ

ている。50%以下の簡所は北見支場管内に多く,その他も併せて清滑,興部,幌
内,羅国,德志別,頓別の8採卵場で全道平均使用率は46%の低調ぶりであった

親 魚 捕 獲 採 卵 成 績  表

支 場

北 見

場

一

-
・
-
i・-
・
・

フ
・

-
-
l

業

一

尾

計

事

・ l

北
岩
斜

器
器
興
幌

一
一m一加9一一一一一一一f
，--一一一
列
a一一 :-

一部
・

「
一

l

獲 描 数
一o
-

．
l

3
'5
'6
'

7
1
'4
'24
'
54
一一

一
l
l

l
l
i

l
l
，l
一

，

a
能

地
和
地

n
3
'n
例

理
一

0

4,7
4,1
5,2

8
9,681

1
'
7
'3
'8
'9

1

4

21

333

10,848

用
一．
使
一0
-
'----- l

2,的3l

5,-3
6,174
411
理

3,719l
7251
1,821 l
3,391 l
214,151l

二
716
955
653
588
465

103
903
264
550

5

e

一

一
計
'

2
6
'8

5
'
2
'4
'
32
一

一
-

l

一

数

二

一

魚
一

6
5
4

的

ヨu
，m

『3:薄
，那
'a
'

1

『一

6
5
4
l

3
l
8
1

4
一

親
一0
一

1
2

1

1

8
一

一

'

根 室 羅 国 l 524l 388
意 別 l  647 633
伊 茶 仁 l 5()4 外 l
中 標 津 1 1,047 981

計 根 量器 l 器91 器虹 g l 4, . 4,
浜 中 l  2151 l39
厚 月、 ・ 376' 43,

計 9,151 l 8,461

921
1,280
l 4 0 5
2,028

1,465
9,362
353
807

17,612

l35
189
330
997

937
4,385
215
356

1「,503

6,l
1o,e
129
365

28C
1,383
94
83

2,509

199
295
458
1,362
1,217
5,768
309
439

10,047

十 勝 釧 路
同 寒

計

支 場
徳 志 別
屯 別

計

450: l631 613 430i 15c
31l : l31・ 442 311 1 7.
761: 294; 1,0551 「41 I 2a2----一 「 一 一 一 一 l - - i- - -i------

'?:言言言l 'f:3?l 2?:表き 2,?iil 41i
12,41「0・ l8,8031 31,2「3 2,9341 60i

l : l l

583
390

9「3

天 塩 11
3,001

1ll29

3,541
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採 卵 数 運搬害死卵数 収 容 卵 数 4親魚使用率 平均採卵数

1,371
1,652
1,391
1,33i
1,44C

1, 4e9
1,5311
1,3311
1,335

1,,ll52

期 間

7.11-10.17
8 . 1-10.3 l
7.11-10.31
9 . 1-10.20
9 . 1-l0.20
7. l1-10.25
7 . 6-10.31
7.11-10.19
7.21-10.31
7 . 6-l0.31
7 . 1-10.10
7.10-10.10
8 . 1-10.20
7.10-10.10
6.27-10.10
7.l4-10.13
7. l 0-1 0 . 8
7. 5- 9.30
6・2;「一10.20

2,856,10(
8,990,30(
8,538,60(

(報f 3 l・一)550,m
553,00(

5,464,60(
1,l13,00(
2,426,7()(
4,528,6()(

35,0「10,9(X

33,100l 2,823,000

5j観 i,器?,9器
17,譲l '532;lm13,000 540,000

237,100 5,227,500
25,500 l,087,500
89,200l 2,337,500
266,100j 4,262,500

1,25「,90()1 的,813,000
l

-----3 6il - - l=i
9,950l 248,500

ii:器l r ,器;:器

43,200l l,107,5的

219,520 5,845,000
8,200 279,000
5,350 492,500

3ll「,6l0 l0,044,500

58.・,l
99.2
9 4.0
l00.0“..11
50.3
40.2
42.3
13.8

44.2

187,19(
;211l8,45(
398,80(
1,547,40t

1,150,7()(
6,0l64,52(
287,20(
497,85(

10,392,l1(

25.8
29.2
65.5
95.2

99.7
89.5
100.0
94.5

82.4

1,38 l
1,361
1,20l
1,55

1,22i
1,38_
l,33t
1,39C

l,3ll

675,000
497,800

1,11'2,800

6,430
3,396,l00
567,500

3,91l10,030

14,0001 66l,000 95.6
12,800j 的5,000 「00.0

26,800 l 1,l46,0001 97.4

1,57t
l,,601

1,58ヨ

9.23-l0.1l
9.22-10. 7
9・22-10.ll

130
27,600
1,100

2B,830

6,300 77.8l 919: -
3,368,500 23.9l 1,349l 6.27-10.31
566400: 21.3l 1,3841 8 . 1-10.10
3,941,2001 23・51 l , 観 j 6.2「一10.31
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支 場 :業:場 一]二:j ー♀ 一一 l - 0 -l一 計

支 場 一 l 事 業 場
北 見 l 北 見

収容卵数 死 卵 数

「一一一

30,401

解出尾数 解出率

g8.C

放流尾数
放流期間

-一自 T -f
備 考

2 ,823 ,00( 2 7 9 2 6 0 0 2 ,7 j2,g291 3 . _1 5. 5
1,632
7,797
)32
840

5,227
3,11l0
2,337
1.500

:a・
l2
36
48
81

8
8
2
3

2
'

l ,')07,5

2 .093 ,7
526
5,670
2,129
1,142

17,347

97 .

1.030.1
52
47

1.535.31
6,767
479
792
479,640

578 .00014.649
881
252
420

・3,389

301
38
44
37

2,248
2,084
1.080

430,650

2,5l i
797
203
343

266 .5001 i . 241
158
35
707
l42

707.

52.l1

,784

1,934
491
4,962
1,986
l ,090

l 5,562

200l

。，。。-
。調
。，n

08
7
20
00

80
3
8
80
3

13

94
86
90
94

88
7-

.530
6.564.4
479
792

5,280
2 .172

89.22 . 0 74
72

86

i ,035

22,631

61
93
Q2
9
62

38
89

4
7
2
3
1

8
4

2

1

，3
，0-
0
11

ヨ
9
5
2
0
2

2
3

8
9
8
9
8

9
9
87.5 l 4,851
93.3  1,850
95 .4 1 1,079

l
89. 1「 l l5,01「0

l _

.000l

自

3 .3 .

l
2
-

4
3
4

3

-
-
9
-

l
6
-

1
-

5
'
1
5-
加

，～，

2
3
2

一
1
3
4
4

1
3
l
3
3

51
l

1
5. 5l
4.30l

流 14.30
3.25 l
5.20,

4.301

5.20
4.15

5 .20

0
7l
5
，0
l
0

5
5l
9-
9
l1
-
期

-
1
-
2
2

2
2
2
2
3

4
2
4
4
4

3
3
2
5
3

5

7 )  海区水系別律太離見魚補獲採卵成績

̃この表の1lst:明 ̃  ォコック海区は?太9韓增?直事業の中心を占めるもので事業量は最も多い。1田f気現角、
シルイ,油別の採卵場である。

※ 附 表 第 2 5 表 '11-11 区 ,  水 系 別 本l1l 太 ll1、? 1観

渡 島

本 年 度 合 計

前 年 度 合 計

比 較 1 ;;:業

66l
485

1 ,146

6
3,368
566

3,941

18

18

48

284
48

333

272,7005 ,552

l 7 ,62 l:1,870 753

'40 ,646 ,8304 ,794

9
加

f
，n
，o，o
'

-
前
-
'

8

9
l

1

0
10

4
7

6
8

5
一

5

5

孵出尾数 l
- - - - 1

636,600 l

467,270

1,103,8「0

5
3,083
518

3.607

70042

2n 6
45035

670 1
器
670

1 ') ,500l
1l1),500

720 ,000

867,620

852,380

96.3
96.3

96 .3

90.0
93.7
91 .5

放流尾数

635
445

1 ,080

888l
600

:;ol
93.72.870.000
508.000

90.9l3.382,51i)0

86.1

86. !

90. 1

11) ,400

15,400

42,186,190 l
6,556,210

35,629,980l

放流期間

画 一 至

3.20

4 . 1i
l
3.20,

3.25
3.30
2.20

2.20l

21
30l

l

30'

i

5.17l
2 . 29

5.171

3.12l 3.13

3 .12l 3 . 13
'l) 5 . 29

使用率の50%以下を採卵場別に見ると ,常呂,  元西, 興部, 11111武, l l見内,徳志別 , 幌別, 浜順別, 羅臼, サ

オ

コ

ツ

ク

海

区

水 系

尾 別
里
別
琴

走
呂
//

別
滑
部
武

内

数
-i

♀親角、
使用率

平均採卵数 期 間

中
元
興
雄

幌
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，5L
7
l2l
S
-対
-

理9
1
'

額a
R
8

例

!9
07
19
2

6
42
3
7

0
7
4
3

5

4
'3
'2
'

4
'4
'
0
'-
'4
'

0

1

2

，6l
-
引
-

2

ヨ9l
9
4
，f
」8
lm
，

48
a
61
4

56
34
22
56

39
80
30
78

7

5
'3
'2

3
3
'
7
'1
'4
'4
'

9
'

別
里
別

一一一一・
走
呂
野

別
西
部
武

内

尾

計

湧

1

7
8

17
3
8,774 1
9,088 l

l

40,2451

5 4 4 3 l
3:652l
2 ,1)22l
41 1 i

1
384 12l

i,8言i1
3,719 l
725 l
1,821

634 l
2,757 l

12
71
08
77

18
2
3-
33

84
78
12
93

66

5
2
2
1

6
6

3
1
8
2

8

!
'
'1
'

l
'

l
5
3
0
8

5
4
2
6

3
l3
2

-
3
，

%
92
73
58

46

7j
7-

-0
90
64
92

62

8,990,300
5,418,700
3, l69,900
550,000

553,000
3,000

2,853,100
2,856,100

5,464,600
1,113,000
2,426,700
681,400

3.847.200

1;)5,300
306,200
214,900
17,500

13,000
0

33,100
33,100

237, j 00
25,500
89.200
33,900 l
232,200

8,935,000
5,11つ' ,500
2,955,000
'1l32,500

540,000
3,000

2,820,000
2,823,000

5,227,500
1,087,500
2,337,500
6,17,500

11 .615.000

- 1;9 -

2
4
4
0

3
6
5
4

3
2
3
2

0

9
2
6
0

8
0
4
8

0
0
2
3

4

9
9
9
0

6

6
5

5
4
4
-

1

1,652 8 .  1 - 1 0 . 31
1,484 7 .11-10.31
1,257 7 .11-10 .31
1,338 9 .  1-10.20
1,440 9 .  1-10 . 2 0
1,500 9 . 7 - 1 1 . 2
1, 11l71 7 . 1 1-10 . 1 7
1,371 7 . 1 1 - 1 1 . 2

1,469 f . 1 1 -10 . 2 5
1,53つ 117 . 6 - 1 0 . 3 1
1.3 113 1:7 .11-10.19
1,075

1.395

1 8 .  7-10.31
7 .21-10 . 3 1



支 場 名

見

境

歳

島

北

天

千

渡

十
1勝 {

根 室

計

前 年 度
と の 比 較

本年

前年

本手-

年

年

年

年

年

年

前

本

前

一一一前
本

⑧ 支場別桜韓樺太解解化放流成績合計比較表

収 容 卵 数

一n
00

8

80

00

00

00

00

00

00

00

70

0

0

00

5

6

，o

l

，o

5

，

）
-

5

0

-

）
00

35

3

9
'
0

9
'
ll

8
'

5

2
'
8
'
7

0

9
'
0

7
'

4

18

93

a5

a
9

「8
53

66

7

40

86

0

o
‘
8

，

，

，

，

，

，

，
3

8

3

7

25

3

3

2

2

1

3

4

6

8

1

3

死 卵 数 l 解 出 数
l

喊

60

20

90

50

00

50

00

00

60

00

50

90

60

10

3

7

7

0

3

「
0

4

，
ll

5

4

8

0

4

76

26

-;5

24

l3

27

8

0

2

l5

4

7

0

4

7

6

4

2

-;-

32

2

-;7

43
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事 業 場 l 収容卵数
城

l l3,000
225,000
3,0l2,500
2,l05,500
2l5.000

④ 支,  事業場別桜證樺太韓孵化放流成績合計表

死 卵 数

1llii
28,200
25,600
162,l70
414,400
l8.500

-l
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oo
如

oo
9

8
4
3
l
5

4
9
0
'l
'6

8
l9
85
69
一一一一
l
'
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' 0

75.0
53.0
94.6
80.3
9 l .3

放流尾数

尾
84,300
194,000
2,800,000
l,656,900
l96.000

自然放流

⑤ 海 区 水 系 別 桜 1総 樺 太

水 系 支 f'l業場別 採 卵 場
捕 度 尾 数

e 1- 6 1 計 一
使 用 親

9 1S

ル シ ヤ 川
岩 尾 別 川
海 別 川
斜 里 川
止 別 川

襲 琴 川
細 走 川
常 呂 川
佐 昌 間 川
翻 別 川

岩 尾 別
/ /

組 里
//

//

藻 琴
網 走
.北 見
19B 別

/ /

1 見 尾 尼 月 1l
ル ン ヤ l 55 85 250 165 ・ 75
岩 尾 a“ 2,079 l,251 3,330 2,072 598
海 別 「9 17 36 - -
斜 里 l,031 597 l ,628 98f l1;2 1;
止 別 485 i87 672 259 60

1漢 琴 198 117 315 188 7「
相 走 94 94 188 46 8
端 野 1 142 57 199 80 42
佐 昌 聞 57 50 l07 42 l0
中 現 別 1 519 73l l,250 l45 65

l
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走

北 見 計

1又容卵数 死 卵 数 購出尾数 購、出率 放流尾数
放 流 期 間

自 ・ 至
備 考

Kl 続i 民 %
8l ,000 I0,000 71,000 87.6
265,000 l9,280 245,720 92.7
l347,500 2l,700 325,800 93.7
2')2,500 26, 1;60 226, l 40  89.1
572,500 50,l50 522,350 91.2

7.139,500 776,360 6 , 413,140 89.2

尾 月 F1 月 H

70,800 3.20 4 . I5
243,800 3 .  l 4.1;0
320,700 4 . I 5  4.20
224,600 3.  5 4.30
511,000 5.20 5.211

6,302,100 3. 1 5 .25

80g,600 244,840 564,760 69.7 222,560 3.26 5.30 j警流数は重量計算によ
1,61j,!gg l31 ,?gg l , 4?Z ,?gg;?? 1,206,00g 3 ・20 6・2 0 f用水断水のため1確魚全77.500
467,500
82,980

;3 ,099,630

7.600
45,600

1; ,450

435.790

一l -支 場 93,500 l2,700
元 浦 河  5,100 600
千 歳 計  93, 600 11S,300

69.900
42l,900
79,530

2.623.890

80,800
4,500
35.300

90.7
90.2
99.4

85.7

80.6
88.2
36.5

387,200
79,530

1.895.290

80,000
4,400
34.400

3. 1
5.20

3 . 1

2. 9
1.29
1 .29

4.15
5.30

6.2l]

2 . l 4
1.2l'
2.14

朱 太 l1t島 計 ,

23,000
2,159,500

11l50,000
2.5;1l2.500

4,000
290,000
24,000
319.000

19,000
1,8l:19,500

1;26,000
2.214.500

6
6
1
4

2
6
3
7

8
8
9
3

18,800
1,869,000
324,000
2.211.800
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2.28
3. 1
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部
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8
0
0
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4
4
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一一一一、一出
計勝

阿
太
十

2 ,500
75,000
77.500

260
21,900
22.160

2,240
53,100
55.340
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70.8
71.4

2,200
50 .600
52.300

2
-
1

4
4
4

4.30
4.20
4 . ;ll0

場
床
中
別
別

仁
別
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計

根

茶

室

支
厚
浜
虹
計

伊
--f
，
羅
根

649,000
460,000
644,400
l,626,170
89,000

67,900
48,000
285,100
3.869.57il

106,200
24,700
46,900
1 136,570
5,900

'7 ,030
17,900
29,180
374.450

542,800
435,230
597,500
1,489,600
83,100

60,870
30,100
255,920
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-
-
0
0
l0

8

）8
0

-
-

2
2
2
1

・

・
・

-
・

・

・

-
'

3
4

-;

2

3
3

1

00
e
00
80
00

00
00
50
90

2
5
0
3
4

4
7
3
9

14
26

”79
82

56
29
55
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4
2
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2
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9
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8
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3.3l
2 . l5
2.10

2.28

コ類津から受精直後卵
4I,5001業'拉及び°507,500
t移値

{此の他発限卵2l3,000
粒羅日へ移殖

一合 計 l 16,327,350 1 ,940,060 14 ,387 .290 89.4 14 ,012,380 1.10 6.20
輯 捕 獲 採 卵 成 績 合 計 表
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石l
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3 .0 l 2 ,500
l,788,000
3 l 7 5 0 0
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本 年 度 合 計

前 年 度 合 計
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836,000
248,500
381,000
2,812,500
1,507,500
4,320,000

2,093,700
526,300
5,670,000
2,129,000
1,142,500

17 , 347 .000
i :o9o 1 39o l
15 ,562 ,310

797,080
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343,200
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661,000
485,000

1,146,000

18,ooo
l8,000

l
48,992,700l

7,62i , 870l
i

41,366 ,830 ;

24,400
17,730

42,130

- - -
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l

2,500
l

l

5 , 617 ,i,
75S,
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636600
467,270l

1,103,870
_ _ _ _ 」

15,500
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l
43,375,200l

6,867,620 l

36,507,580

96 .3
96 .3

96 .3

86.1

86 .1

88 . 5

90 . 1
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放 流

- ' ' - i 1

尾 数  1 ti ii!明 問
li11 l f

l - - 1

508,000 l 2.20 2 .29

015,200 l 2 .20 5 .20
l

ノ U 0 ,UUし

26,015,20( 2 .20 5 .20

岩尾別よ り発眼り-[、1652,;00粒受

虹別より直後りl1825,000粒, 岩尾別より発眼タl、11,987,500粒受

岩尾別より発眼t1li 1 ,512,1)0 0粒、ンl1

本t?室へ直後1?li825,000粒移11直,岩尾別より発眼11li650,000粒受
岩尾別より発1良卵1,850,000粒受
″ 650,000粒受
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3 .25

3 .25
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3 .25
2 .29
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2 .686
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2,860,100
9,656,800
9,772,600
550,000
553,000

5,464,600
1,113,000
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6
6
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135
191
342
1,596

1,111
4,655
932
726

9,688l

l

199 l
298
473
2,058

1,439
6,097
1,254
904

12,722

187,190
26l,520
421,150
2,792,300

l,58'),700
6,724,620
1,801,700
1,175,630

14 ,949 ,810

連搬害死11l、i数 収 客 卵 数 ♀親魚使用率 平均採 11lP数 期 「1l1

33, l00
56,800
577,600
17,500
13,000

237,I00
25,500
90,100
266,100

1,316,800

3,690
10,020
19,1 l )0
64,800

53,200
222,620
37,700
13,130

424,310

2,827,000 54.1

9,600,000 99.3
9,195,000 94.3
532,500 100.0

540,000 68 .3

5,227,1)00 50.3
1,087,500 l 40 . 2

- 2,362,500 42.8

4,262,500 13.8
35,634,500 45 . 0

1,370
1,679
1,421
1,338
1,440

1,469
1,535
1,321
1,335

l,466

7.11- l 1 . 2
7 .  1-10.31
6.27-10.31
9 .  1-10 .20
9 .  1-10 .20

7.11-10.25
7 . 6-10.31
6 .  1-10.19
7 . 21-10 . 31

6 . 1 - 1 l . 2

183,500 25 . 8  l 1,387 l 7 . 1 - 1 0 . 1 0
251,500 28.1 l 1,369 7 . 10-10 . 10

2 ,構 発;9 1:;ii , 重;;二,3 i8l
1,532,500 99.6 1,427 6.27-1 0 . 4
6,502,000 89 . 4 1,445 l 7 . 1 0 - 1 0 . l 3

1,764,000 l 100.0 1 ,933 l 7 . 1 0 - 1 0 . 8
1,162,500l 97.1 1,619 7 . 5- 9 .30

l 

14,525,500 84 .8 1,543 l 6.21-10.20

- 4 3 -



:渡1l1l j?.-一 別 l 5 7 9 l 213 792l 5791 200 : 779 : 2,163600
: 朱 太 1 358 154, 5121 用 1  118; 462 l 1,031,100
: 班 111' 部 l7l 16 33l 13 7・ 20 18,000l l i l l 1

計 954 383 1,3371 936l 325: 1,261 3,212,700_ l _ _ - _ _ - --一l 本一年度合計 8i,453 , 品 051 1的,513 - 39,5281 12,9的1 -5i,4g6l 6i;的3,510
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場 事 業 場
-一捕一  一 獲 一 一 lま11l_ _ l _ 使 用 親 _11量1 数1_
e 1 0 計 1 e l 合 l 計

採 卵 数

十勝 釧 路 l 450 l63 6 l 31 430 l 153l 583 675,00C

lflj 興e 1 311 131 442 3l1 79l 3901 497,8C)(

計 1 761 ; 294 , 1,0551 741 232j 9「3 : 1 ,172,80(
天塩 1 天 i, 10 8l 18l 81 5: 13 ' 7,70(

1 t意 志 ヨlj 11,367l 17,406: 28,773l 2,517 l 484 l 3,00l・ 3.396,10(
l llaj 別 l,928. l,842 l 3,7701 410l l l 9l 529, 567,5()C
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100.0

97.4
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1 6 0 l
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Tg 23一一.?-
: 9.22-1 0 . 7
1 9.22-11.1

1301 7,5701 80.0 l 9 63 1 9.21-10.10
27600  3,368,500; 22.1 1,349 l 6.27-10.3l
l , l 0 0; 566,400l 2 l . 3 1  1,384 8 . l-10.10
邦 ,830l 3,942,470l 221 1 1,353 l 6.27-10.31_一___ -__ ・ l- - - -一「 一一一一一 一 一 -- : -;-- --- '------ '--
600 75,000 92.9 2,908 1 9.11-10.31
600l 75,m1 92.9 2,m l 9./ -10.31- 21=「 - 2 ,1i,一る1- 1ooo- l- - -3,737- l -9 . l二io 1o - - - -
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一素1,翻一一24,4oo
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l,l46,000l 42,130

解出尾数 解出率 放流屋数
放流期問

備 備
1 自 l 至- - l '- -l- -

635600 3.20 3.3l
445000 4. 1  4 .30

!

1,0e0,600, 3.20l 4.30

十勝 l 金リll 路
l 阿 寒
l 計

636,600 96.3
467,270 96.3

1,、03,8「0 96.3
天塩 l支  場 . 7,5701 750l 6,820I 90.1 5,470 l 3.25l 3.31l 徳 志 別 1 3,3“,500 284,鐵 3,的3,700, 93.7 12,870,m 3.30 5 . l 7

iljlii 別 l  566,400 48,l001 518,300 91.5 508,0001 2.20 2.29

. 計 . 3 ,942,4;「0 333,6501 3,608,820, 91.5 l 3,383,4;「0l 2.20 5.17
千歳 支 場

計

75,000

75,000

6000 l  69000

6,000l 69 ,Cm

92.0

92.0

68,500

68,500

1.20

l.2D

2.10

2.10

4.30
4 . l 6
3.13

4.30

渡島 l 尻 別

l差義楽
! 計

- l 合一一計一

2,139.000
1.020,000
18,000

3,177,000

277,500
53200
2,500

333,200

1,861,5001 87.5
966,800l 外.8
15,前l “.1
2,843,800l 89.5

1,861,000
957,000
15400

2,833400

50,690,080

2.26
3.10
3.12

2.26

5,8,530,4「0 6436,92052,093,550 89.0 1 . 5l 5.理
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オ

コ

ッ

ク

海

区

根

室

:

海

区

水 系

海

一
塩
狩
別
太

海

i

．:
l
-

，:

サシルイ 1
無 国 1l
植別1l
忠 類  Jl
標 津  Jl
//

//

，fa
'

区

，

一-
l

a
以

l1l

川
川
11
川

幌
別
丹

別

″

当
春
床

西

屆 l蓮川
別当資川

区

ー「一 一 一 l

: l l害要 基
区

遊楽部川 l 遊 楽 部 i 遊 楽 部
海 区 計

別
里
別
琴
走

，一i
野

別
西

部
武
内
布
別

別
別
別

尾

計
一---l

烈
志

一順
計

計

…

一石
・一一一科・ :-
:一一操
網

常
端

中
元

興
雄
幌

一-徳
幌
頓
浜

5
'4
'2

4
4
l 9
1
9

1

ヨ「-
79
45
83
4

34
51
86

804

73

06

1062
!,928

69,281

1

4
4

789

479

20,5
2,1
l4,0

1,2
9

76,

61
11

65
l4

10
7
5

8
8
17
3

8
9
40
3
23

145

169
757

.2

2
2
3

1

2

2

23 37

採 .11l1l数

9
6
3

656
265
507
550
553

3
857
860
464
113

S
681
M

149

器
567

40,9l4

56.800
340.100
237
l7
l3

33,l
33,1
237.l
25

g0.

33
232

1

1,345

l

収 容 ・l;l 1 数  l

9,6oo,oooi
5,925,000 l
3,270,000.
532,500
540,000

3,000
2,824,000i
2,827,000?
':,,227,5001
1087,500

2,362,500:
647,500 l
3,615,000
01

3,128,500:

240,000 l
566,400.
01

566 400l
39,569 400

，nlE

，EE税
，

7
'b
'n
'S
'
m
'

2
1
'
3

，，。理2-=33
:一

3
2
0
0
3

6
3
1
3
2

8
2
0
一
9

6
3
一
3

6

99

”96100
68

0
59
54
50
40

42
13
14

27

22
47

21

40

1,679
: ,509
1,288
1,33S
l,440

l,500
l,370
1,370
l,469
1,535

1,32l
1,075
1,39:)

l,383

1,027
1,384

1,384

1,455
一

13
3l
3l
20
20

2
l7
2
25
3-

-9
31
31
8
3l

8
10
30
lO
c
/

一

2
3-
10
l0

31

10
l0
10
10
l0

=
l0
=
10
10

0
0
0
0
0

0
0
9
0

1
．

0
0
0
0

0

l一
7一
に
-一
4
-一
-一
-一
6一
1一1
7一-
l一1
5一1
7一-

3一1
-一1
4一
-一1
-T
一

-一-
1一1
1一1
7一-
-一1

ク
一
2

．
．

・ :l
:

l
:

．
．
．2

．2
2

．
．
．

．一
2
l

．1

．

7
6
6
9
9

9
7
7
7
7

6
8
7
8
6

8
8
9
8

6
．

9
9
9
9

9

間

日

別
仁
津

″
茶
標

″
″

維

薫
伊
中

計 根 別
//

浜 中
厚 床

深
越
名
開

計

美
西
目
作

イ
一一一別類
ナ

津
佐

幌
別
一一、一一一一線別
蓮
資

'

沼

一一一、

、一
ナ

計

春
計

当

計
一

計

サ
一一一一一械
忠
チ

標
武

当
春
・一 :
-一一一一一一 :西
風
別

．

茅
同

計

計

合

合

度

度

年

年

本

前

4

1
11,419 9

45()1
31 1 j
l

761 l

，an
ヨ
司
．

7
5
%
-

9
'

=
-
望a
R

，!7l
5i
9i

“:b對
%lg
i

．

W一

-
3
79
5l

35

42
48
3
44
31

-
2
7
83
38

48
20
5
7
2
4

．

61
44

l

1
-

1
'1
'

1
'1
'2
'

9

9
l
'1
'
0

:

l

2
-

-

一

一

33l
l

331
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4

4

9

3l
31

39,5261
l0,12l l

l

1

3

7l

7l
12,968: 52
3,31 l3

20

20

2
1

3

6
1
1

75
l63
031

4,949,8l0

18

l8

ooo
8o

60,333,5l0

l7,060,050

0
9
0
0

2

3
S一一∞
%

8

963
2,908
3,737
2,997

3,425

3,350 j l58,50(340 25,00C
10,020l 251,50(

'言:器3l 程;:器
28,60()1 1,450,00C
3l,300. 1,080,00C
64,800! 2,727,500
25,200 l 前,000
9,400, 300,000

18,6001 372,500
2l9,200l 5,781,000
3,420l 72l,000

222,620l 6,502,000
37,7001 1,764,000
l3,130l 1,162,500
42,4,3101 14,525,500

47.2
6.8
28.1
63.0
85.8

95.6
97.8
95.7
99.1
100.0

100.0
89.5
87.4
89.4
100.0
97.1

84,8

1,395
l,334
1,369
l,23l
1,594

1 ,966
l,550
l,750
! ,66l
」,190

1,230
l,383
2,278
1 ,445
1,933
l,619

1,543

7 . 1-l0.10
7 . l-10.10
7.10-10. l0
8 . l- 9 3 0
8. l0-l0.20
8 . 9-10.l0
9. l4-10.l0
8 . 9-10.20
6.27-l 0 . 3
9.11-10. 4
9.11-10 . 3
8.19-l0.13
7.14- 9.30
7.14-l0. l3
7.10-1 0 . 8
7 . 5- 9.30
6.2;「一10.20

l4,00C
l2,80C

26,80l:

C

C

6 6l,000
485,000

l,146,000

18,000

l8,000

58,503,41l10

16,830,350

95.6
100.0

9「.4

7 6.5

76.5

1,570
1,60l

l,583

1,385

1,385

9.23-l l . 1
9.22-l 0 . 7
9.22-1 l . l
7.16-l 0. 3
1l'.16-10.3

l,830,04(

229,7ll ;;: 1 l ,秘
l
l
l
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12) 海区水系別桜解棒太鄭孵化放流合計成裁

※ 附 表 第 3 0 表 解 化  放 流 合 計 成 報f 表

海区

オ

水 系

尾 別
里
一一0・定

事 業 場

尾 別
里
琴

一一一一一

収 容 卵 数 死 卵 数

1 ig,g
1.201.4

77

48

23
79
92

7
4
7

コ

ツ

ク

海

区

相 心 l l 1 l a9 に 1 -'-1 ' ' '-l '-'-
常 呂 川 北  見 l 2,827,000l 31,l00: 2,795,900
? j 別 川 a?1 別 l 5,947,500l 6r'i2,800 l 5,3()'l,700

真 藤 州l港k 部差; l ii言言9:器1 望i:4器 l i:i(1;l:器
養 志第別 州 l 證 志 期 l i:望器l 報 i:重事灘
海 区 計 l 32,296,900l 3,984,9201 28,31l,980

l 天  塩 川 1 天 塩
日 l 石 狩 川 l 千  歳
本 l 尻  別 川 l 尻 別
海 1 朱 太 川 1 1 、  太

区 1 海 区 計

7 5 7 01 750
75,000l 6,000
2,l39,000 277,500
1,020,000 . 53,200

l
3,241,5T01 337,450

6.820
69,000
1,861,500
966,800

2,904,120

797,080
・ 206,700
361,700
2,511,200
2,371,500
4,882,700

2,316500
491,300
5,583,080
3387,:300
1,731,720

19,75e,0a1l

636,600
467,270

1,103 ,8710

15,500

15,500

52,093,550

根

室

海

区

羅 臼 川
藤 別 川
伊 茶 仁 川
標 津 川

//

当 幌 川
床 丹 川
西 別 川
風 蓮 川
別 当 賀 川

海 ll

羅 臼
意 別
伊 茶 仁
根 室
中 標 津
計

計 根 別
(床 丹)
虹 別
浜 中
厚 床

計

量言i:器 l 器;器
402,000l 如m
2,8l2,500 3()1:300
2,727500j 356,000
5,540,00()1 657,300

l
2,5l8,700j 202,200
526,300l 35,000
6,327,000 l 743,920

3,614,000 l 226,700

1,812,500l 80,780
21,翻3,000 l 2,a69,920

---=1 ml --- 24,400
485,000l 17,730

1,146,0001 42,130

_ l _ _ _

--------- -i----- -
18000: 2,500

l18,000 2,B00
l-----_ _-_ _ _ _ _ _

58,530,470l 6,436,920

標海
裳
以
東区

襟海一

裳
以
西区

釧 路 川 l 釧 路
网 寒 川 l 阿 寒

海 区 計
__- --'--l---------
遊 楽 都 川 遊 楽 部

海 区 計

本 年 度 合 計

認
640
800

解出率

8
5
0
4

9
2
8
2

0
7
5

7

．

94
86
90
9・
地
89
7l
89

72
93
9l

9「
l
0
5
8

6

90
92
87
94

89

放 流 尾 数  I
2,l70,000j
7,501,500l
479,000j
792,ml
2,713,200l
5,280,000l
2, l72800 l
2 , 0 % ,ml
l,035,000j
2,870,000l

地 ,ml
27,617,500,

-- - l

),470l

能,500j
l,86l,000l
957,0001

2,891,9l'0l

放 流 期 間  1
-9 l一至一 i
20
一
20
l5

．
lO
a
-0
l

-4
30
20

4

3
3

2
3
4
3

4
3
2

l0
一

25
20
26
l0

20

2

3
l
2
3

1

30
一
30
25

5
20

”20
l5
l7
29

4

4
3

5
5
4
5

4
5
2

5.20

3-
l0
30
16

30

3
2
4
4

4

備

自然放流

考

l i95.0 793,l70 l .29 2.17
82.2 ; 205,630: 2.29 4 . l 5
90.0 l 360000 4.20 4.20
89.3 l 2,461,0001 3 . l  4. l0
86.9 l 2,227,7001 3.25 4.20
88.l l 4,688,700 3 . 1  4.20

I !
92.0 ! 2,216000 1.l5 l 3.25
93.4 ! 489,ml 3 . 1  l 3.25
88.2 5,4'l6,9l60l l . 5  2.29
93.7 l 3,170,000l 3.20 5.29
95.5 l l,714,3501 3.10 3.31I ,
90.5 l 19,0B4,610 1 . 5  5.29

: l l

96.3
96.3

96.3

86.l

86.1

635600. 3 2 0
445000 4. 1

l , 前 ,m 3.如

15,40() l 3.12
l

15,4001 3.12
i

ii差 l
3 . l 3 :

3.13 l - - -- -- -----

・l- - -
5.の l89.0 : 50 690,080

l

1 . 5

49



8. 鮭鱒親魚蓄養成績

( 1 )  書養施酸の構要

昭和30年度北海道各地にお・いて親魚のまEi養を行つた採卵場は陸70個所,桜聽19個所, 樺太館36個

所であb,そのために使用した総施設は146,その面裁15,32():修liであつた(但し函生費もその各々

を1施設として集計した)oなおこの内施設6,567:日iは各魚極に重複使用されたものである。

lイ 1 構 造 別 施 設

上記146施設を構造別に見れば第31表, 第32表,第33表, 第34表, 第35表お・よ 'び:図表17図の通

り で あ る。

構 造 別 内 訳

第 3 3表  文 場 別 總 造 別

第 3 l 表  構 造  別 諾客' jl'11 池 合  計 表

lS 造
構 造
言已号 施設数 % 面 概 l % l事響講ff品 備 考

lil 定 生 筆
li 堀 池
又 囲 池
iii 生 費
二 重 留
l: の 他

計

A
B
C
D
E
F

のl 2 7 0l 1020 l 7 0  26 j
4 l 3:0 i 267l 2:0. 67l
14 l 10.0 776 5.0l 55l
79i 外.0: 136l 1.0. 2l

7l 5.0l 12,795l 83.0: 1,828l
2! 1 .0. 326l 2.0l 163ll i l l

1461 loo.ol 15,312liij 1oo.ol --l
第 發 表  魚 種 別 内 訳 合 計 表

魚 種 1 漢第 :義發---------'---i言l
ll産 , 70

桜 鮮 19
排 太 鮮 1  36

使用施設数 使用総面積 備 考

141
27
63

l

14,92:‘
1,691
3,511

内 訳 合 計 表

構 .a二 項 i11
号 ''a 別 .、

A
B
C
D
E
F

一
賀
池
池
費
留
仙

生
堀
囲
生
--l-
の

定固
粗
板
一-lS
二
そ

計

統計に対する%

数 ・

- ・ 1-
191
，6
'

7
'

一，l
'g
-

理
，

見 ; 根

- 1_- - -_ ・

面 1li1l 1 ;11ill 設

25l 1

326.

1

597.

(註) 施設数は普養漕l個をも1施設とした。

項 目
- '、

北

B」
28l
1Sl
5e1

見
一

C

351.
249.

3外.955.

・

;

」.

5l
三 l
i

18. 341 2,844 .51 14l 371 10,824.7
8 15; 1,314.5, -1 - -
l 4・ 29  2,879.5 2l 3 8.71

? l「8 7,038.5 l6 40l 10,833.4一 l l

オ
コ
ツ
ク
海
区

岩
:

斜

止

一

別

里

別

一一

尾

根

数 l
室
一・

面

97

53.5
2.670

2,906.

51i
170

27二
10,125

10,833.4

70

第 3 4表 支 場 別 魚 種 別

室 十 勝

数
一

I
3

T2
a

-
「ml'

設
一

」j,i l T-
l _

面 積 l 11l l l 設 数 1llilll

l 5 .710.

内 訳 合 計 表

コl2l7
-9l

6
l

合

施 設  数

計

20
67
5
44
95
26

3

0

l0
，2
775
36
27
，3

19

100

l
-

35

天 ;塩 千 j截 渡 ,島

A l B l C
合 計

A B c A I B j C A B l C__-_・一 ・ 一一一l-- .--
141 l14,923.64
27: 1,693.2
63l3,514.7

2312D,13154
l

9, 17l 670.51 13: 17
2・ 2: 1l5 1- 1
6' 10' 267: -' -

l l i

ll「1 2911,0525. l4: !8l l

211.8i 6
12' 2

-l 2
223.8l l 0

8 20.“l 70
3 2.2l 19
2. 5: 36

l13. 21「.84 125
l

海

区

魚
水 系 採 卵 場 1- -

1 . 陸 1 さ く ら

種 l 構

からふと l 種 類

岩 尾 別 l 〇
斜 里 l 混〇
止 別 l

- 50 -

i

A
B ; C

(融1) A=書発実施採卵場数,B=使用施設数,C=使用総面積

根室支場,羅臼採.卵場は施設を有するも落養を行わなかったが,本表においては該当場として集

第 3 5表 採 卵 場 別

計した。

蓄 養 状 況 表

〇

〇

〇

造 魚種別使用面積 (坪)
用 水 別

縦 横 高 個 数 面 積 陸 さ く  ら からふと

日
3.7
3.5
20

10

lll
3.7
1.2
1.5

5 1
■
l
1
1

1

日 l

87
42

30

50

- 87

42 i -
61 ”
i-, 50
l

42

30

50

C
C

C

C｛
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海

区

魚 種 構
水 系 採 卵 場

陸 さ く ら からふと 造 種

1
藤 琴

招 定

オ '
常 呂

1 ,
翻 別

l

ツ l 清 滑
l

l 興  部

ク l 雄 武

l 幌 内
l

海 1 風 烈 布

想 志 別

区 l 幌 別

l 順  別

1 '

漢 琴

招 走

西 相 定

常 呂

端 野

中 務 別

元 西

興 部

雄 武

幌 内

風 烈 布

徳 志 別

幌 別

浜 屯 別

屯 別

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

混〇

〇

〇

〇

〇

〇

0

〇

D

C

{ 書
{ 会
C

A

A

A

{ 会
{ 会
A

C

C

D

D

混0

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

混〇

〇

〇

混〇

〇

〇

天 塩

l

'
'

;l・ 寒 別

石 狩

'
'
'

朱 太

見 別

利 別

厚 沢 部

l- -

サ シ ル イ

羅 自

植 別

元 サ キ ム イ

サ キ ム イ

藤 別

古 多 ・ 海

天 塩

佐 久 .

歳 島

美 深

暑 寒 別

石 狩

江 別

音 江

西 越

作 開

日 名

冷 水

厚 沢 部

- - - --

サ シ ル イ

羅 日

植  別

元 サ  キ ム イ

サ  キ ム イ

l 無 別

j 古 多 練

〇

0

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

A

D

D

A

F

A

D

C

{ 会
D

D

C

D

D

{ 置
D

D

{ 書
D

日

混〇 混〇

本

海
混〇

〇

〇

混〇

区

〇 三根

室

海

区

〇

〇

〇

〇

〇

〇

類 魚種別使用面積 ( 呼 ) 「 用 水一 一別
継 機 高 l 個 数 : 面 横 監 さ く ら 1 か ら.i・と

1

l ll '

1・

l

l
l
5. l

3. 1

一一':

l

1

l

1

ll

ll

ll

4.1l
4.1l
l

'l

l
l

l

1a t

1 'i
2 i
20 2(
4B 4l

a;:1 g;:
40l t
3:l :
3l -
3 』

4 01 -

100' 100

100l l 的

2l 2

1ol 1o

-1 41

ヨ i-d
a 5l a2;l
1 :l
91 9l

-, il

二 8l
?1 il
'°°1 ::lコ 2l
1 ,。1

1

2

2

1

1

2l

2

1

1

1.1
1.l

1

1

l

1
1

0.t ヨ1 ;
12l

1 .1

11

:1l2l

5l

ll

10(

l(
1:1

1

1.1

12l

1.1

1 l

32l

2

t

9t

1C
1:1
1

0.ll

Il

4l

12.1

2(
l

1:
1.'

1

1

養 を

!. 5

2.

必 要  と し な い)

1
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海

区

系

忠

伊

チ

標

一 i一一一

類

仁

津

茶

ナ

西 春 別 〇

虹 別 構 内 ' 〇

J通 illi l 〇

別 当 賀 〇

襟

整

以

東

海

区

篠

装

以

西

海

区

幌

元 浦

仮

一一一一一・
雪

阿

茶

音

打

監

沼

-lla
一一一一一、
路

別

内

田

号

号

別

別

川

内

・一一一一
尾

代

15

12

一平

東

東

利

一器

面

礼

歴

広

幌

元

三

静

別

川

石

内

浦

別

河
'

石

内
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〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

l
〇

〇

〇

〇

程

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

混

混

混

混

一

〇

〇

i

、混

一

-
．

{

{

1{
l

l{

{

構

類

C
A

A

D

C

D

D
B

D

E

E
D
D
D

:一一

E

E
D
-一

D

A
E

D

D

D

D

E

B
A

A

D

A

D

D

E

A

D

D

D

A

C

80
2l

2 l
2

横 l
- l

1-
l

-

-

;
.5

8

5l
l

1西
1
1

13

100
2

3.430

28.5
33

500

10

10
2.:)

2

2

本
日

:

」
4・

1
4 l
4 l
6 l

9 l
3 l

5.5 l

2

河

(事 業 中 止 ) 抽  獲 な

3

10

4

2

0 . 8  2 . 5

2

1

5

3

4

5

3

2 ,

2 . 8

2 .5

2 .

l

8
-

6

3
，如

0

無t l さ く ら か ら ふ と
40
2

. 5

40

5
20

3

540

1,000
12
3
4

130

1,000

2 ,

2

l
100l

j

-

8

l
6

3
l

R

0
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一

一

3
4

130

1,000
5

.5

40

6

5
20

3

540

1,000
12
3
4

130

用

' ,°°9

1

0 . 7 l

l



一

一

f

一

類

構

一

，

D

A

D

C
D

D

D

一

組

一

-
-
，
-

- -，・
， :・

、'、

-

1
．
一

-
-

と

8

）

一

一一
〇

・

混
36

種

か
一

一

（

一一

-
-

-
l
-

-

-
-
，

-
-

l
-

l

・

ら
一

）

一

-

4
9

く

一

混
1

さ

，

'

（

一一

-
・

-
-

l

・
-

-

」

-

-
・

-

角
一

能
:

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

一

田
b

一

（

-

」，-
-
-

，-

-

l
-

-
l

l

ロ
ー

一一
払

一一一一一
生

部

部

:

用
一--

内

一'

卯

-

，本

．辺一

一ォ

．

．

．

-

-

'

リ

白

數

通

游

・氏

/
知

」・-
l
．
-

-

l

．

」-
，l
・

1
-

-

-

l

系

:

払

老

生

一
部

部

----

内

一-K/
，

-
:

-
，

水

S

白

、数

加一

一商

．
-

，-R

一

l

l

l

・
・
，・-

-
l
・
-
l

-
・

-

．

．
-

l
・
-

・一一一…'
区
一

操

装

、以

西

前

区

計

一

2. 支場別

ノ_1・ 
通-最表一 l一 表、 一l i表一 一「 イil 表i l 1i 系fi :- - 1

-1- i- 1- ' 一 『

1 5 5 1 5 l

1 11 6 ll 1 1
1 1 5 1・ 1l

3 8 ( f で )  4 1 1 4 l
8 ( 尺 ) 4 .5(尺) 4 2 1 ・ 2 」
1 0 .1; 4 1: 0 .')

※書養を必要としない (完製1 、して描1l111 される )

魚翻 1ll 使 用 面 横 ( 坪 )  l
- - . - - - - - l鮭 l さ く ら l か ら ふ と

1 l

51 -  -

1 _ _

l l
1 l - - l

-21 二 l 4 l
0.5l  -l -

用 水 別

4.6(尺) l 1 l 4 1 1 l 1'.54 l 1.54 1 - l - l

ー 「一 1- - l - 11 l - - 1 1 ll - l l i l
?

5%に過 ぎ f'、、r、。 これは二重留の 1施設当り平均面積が1,828 ;坪である 1_ と に よ る も の で あ る。
支場別に見れば十既,i支場が施設数, 面積と もに最上位でそれ 2eれ37施設 ( 2 5%) 10,833,1111l1 (701,f )
を示し以下根室, 北見支場と続き,  千歳支場は方lll設数にてこれにつづ,11 が f平数にお一い て,六文場中最
少を示している。

同 魚 種 別 施 設

本年度施設1t利用した魚種別に見ればそれぞれ第34, 35, 3 6表の通りである。

表に見る如 ・11 館に使用した施設の数と 1il1積の多いのは総 ( サク ラ , 111:1 ラ フ 1、) に利用した施設は

そのまま事業の関係で引続き鮭に利 用 さ れ て い る と こ ろ が あ るt_ とと, 11: の うち特に打内採卵場の

二重留(7 , 2 0 0 i? ) が 加il-)つ て い る:ltめ で あ る。

第 3 6表  魚 種 及 び 構 造 別

構造

記号

ー 、 、、 ?、種、、
種 項目
大負

lll 桜 重時 l f準 太 自S者l

施 設 数 面 積 施 設 数 面 積 l 施 設 数 1 面 iil,

44 l 17 l 220

l 1
80 2 80

414 10 480

25 30 1 65

1 , 「 3 0 l  4 '  2,670

・ l

- i - l -
1,693 l 6 3 ,  3 ,515

A l 国 定 生 費
B l 組 堀 池
c l 板 囲 池
D , 函 生 費

E l 二 重 留
l
F l そ の 他

L 計

40

3

11

78

7

2

141

866 l 5

207 l 2601 l 7

129 l 11
12,795 2

l
326 -
14,924 l 27

上表に見る如・ l1総施設146の内54%に当る79施設が函生費で占められているが, これの総面積は

施設全面積の1%に 当 る 136坪一に過ぎない。

また二重留は総面積12,795坪で施設全面積の83%111:占 め て い る '-11r'施設数としては7個所で全体の

- 56 -

第36表で見る如く鮭, 桜體お よ t1l構太體と も に利用施設と しては函生費によ る もの、・1ll・・ほ と ん ど そ
の大半t1:示 し て い る。

( 2 )  態角e親魚書養成績概要

1) 桂

本年度書養を行つた採卵場は岩尾別外69個所で, この分の9総捕獲数142,951尾から112 ,054尾

(78 .4%)を書養し, 8 7 , 4 5 4尾 ( 6 1 . 2%) を 1使用した。

- 57 -



?i養ic要せず、して使用し得た所調即日使用魚は合計17,888尾 ( 9 ) で 9総捕獲数の12.5%に当る

が採卵日の者11合により高養を要しない組 1111?を も一時的に書養 l1l'に収容するこ と も ぁ る こ と か ら , 事
実上の数はさらに上理る数値 11l1:,J、し て い る も の 一 考 え ら れ る。
ま た , 此11朝魚は70採卵場中,18個所が完金に利用しており,52個所が未利用税 ,faを だ し て い る 状
態 で あ る。

その1  第 31 表 fl? ? に つ い て の 利 用 状 況 表

北

根

十

天

一十
渡

計

39,637

45,51 1l

_,6,693
8,'03
7,837

4,868

142,951

内

2,301

2,955

5,733

3,7132

1,590

1,577

17,888

5 . 8

6 . 5

15.6

4 4 . 4

20 .3

32 .4

12.5

i 合一◆i 数

37,3 _,6
42,558

30,960

4,671

6,247

3,291

125 ,063

% -

94 .2

1)11 . 5

84.4

51). 6

79 .7

67 .6

87.5

その 2

支 場

北

根

1一

天

一1
渡

37.336

42,553

30 ,960

4,671

6,247

3.291

125 ,063

一一一一一
35,014

42,214

25,713

3,088

2,977

3,048

112 , 0o41

8

2

-

-

7

6

6

3
'
9

3

6

7

2

9

9

9

8

6

4

9

oo

l%

訳

利 用 1i数 ・

2,322 .

344 l

5,247 l
1,583 l

3,270 ;
243 l

13 ,009 l

%

つ

6_

0 . 8

16.9

113 . 9

52.3

7 . 4

10.4

文 場

北
一一．十
天

千

渡

一

計

その4

35.014

42,214

25,713

3,C88

2.977

3048
1 l

112,0:l l4

3,798

1,455

2,827

324

108

50

ll162

10.8 3,023

3 .4 4,343

11 .0 8.446

10.5 ・ I43

3.6 26

2.6 57

7 . 6 6 038

;;。一 一1illi 1,1l:1lll1l % -

10

32

4

4

6

3

9

6
l

9

「．93l

28,193

36,416

14,440

2,621

2,843

2 .94

8l「 ,454

80 .5

86 .3

56.2

8 4 . 9

95.5

96.5

78 . 0

文 場

北

一一一一一
十

天

千

渡

計

見

室

勝

塩

歳

，
--

l

数 1-j
3,023

4,343

8,446

143

26

57

16,038

l11 進 数

2,629

2,878

8,310

75

1

0

13,893

%

87 .0

66.3

98.4

')2 . 4
3 . 8

0 . 0

86.6

試 験 そ の 他 l  %

94

65

36

68

25

57

45

3

4

-

1

1
'

:2

13.0

33.7

1.6

47 . 6

96.2

100.0

l3.4

その1 第 3 8表  娃 e 親 魚 利 用 状 況

1器計:こ:,す:率 1-◆°9l 3:9°1 1 - ;6i「一ii「一t5i「一i i量1- -/ 。ii_
一11 打内の米利用尾数4,900尾中に'l'i : ?装池からの逃進角l、 (留破損による)が含まれている。

報二養後における親魚の状11lliは総数に対し10,532尾(6.5%)が9発-死し,29 ,555尾(18 .3%) が 取
場げられ121 ,735尾(987454 ,634 ,281 )が催熱使用された。

以上の ll1についてのみ前年度のそれと対比すると第3 8表その2の通りである。
そ の 2

S- の み に つ い て の 数
l 諾 ・委t 数1 典 死数 1  % ] 取 揚 数 l % 確 熟 数 l  % l

本 年 度 l 1l2,054
前 年 度 1 130,034

8,562
12,915

7.6 l 16,038
9.9 7,7!2
l

l4.3
5.9
87,454
!08,854

78.0
83.7
本年度逃連 S.
数 13,893尾

%は蓄養数をl00とした場合におけるもの。

表によつて見る如く本年度は書養後9親魚の発死率は昨年に比し2 . 3 %滅じたが,  9取揚率が逆

に 8.4%増し,  9催熱率に 11l ;-いては前年の5.7%減 と ilf.つて い る。取楊数が多かった こ とは本年度
事業期各地に襲来した河川增水によ り蓄養中の親魚が第39表の如く総計16,569尾逃逸した'ため で あ

る。 この数は全蓄養数161,822尾の10.2%に相当し ,  さらに全取揚数29,555尾の56.1%に相当する

ものである。
第 :39表 陸 逃 速 数 調

文場 採 りP 場 逃 進 数 l 取 揚 数

? ・ 合 ' 1l1 1-一率 一 '-0- 1--◆「 一
北見

天-塩 網 走
常 呂
元 西

計

150; 01 1501 1501 220

2,19; 27言1 2,7j事1 2,419: 6 l 名
2,629 l 280 2,909 2,629l 842

370
3,054
47

3,471

浜 屯 別
屯 別
佐 久
暑 寒' 別

計

67l 251 92 l 841 25
3l 2: 5 l 3 l 2
1 j 01 1l 2 0

4. 0 4. 4' l0

l l 1 ・
75 27l 102 93 37

l09
5
2
l4

に0

千意 西 越

計

l

1

0

0

1
l

1

l3

13

103

103

l l 6

116

十勝 打 内
利 別
幕 別
f 代 田
東 l 5  号
東 l 2  号
札 内
茅i 沼

計

3,802
10
8
3,258
287
709
46
l90

8.310

2181 4,020' 3,802 1 2181 4,020
31 131 !0 3l !3
2l l 01 8l 981 l06
686l 3,944 j 3,390. 819l 4,209”l 前 l  287l ”l M
158 867l 7091 158, 867
l 5  61 l 46l 15l 61
0 190l 190 0 l 190

1 .1al 9.491l ,li.4 0, l . 41 ll. lll . 船 ク

根室

キ

一一一

k
摩 1

2.878l

l , l 50
91
7

20.

2,
l

l , l的

一

一

一

石
'

究

-
la
，u
，5
一-

34
，

4

00
一

一

4

i

'
l

ヨR
ヨー
・

9

0

一

3
'

4
'

1

4,

4,9 67
148
28
2,799
9 6

8,038

% l 要

内 訳

5 8 -
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支 場

北

天

事 業 場

場

採 1i l1 場

天 塩 支 場 計 8

井
場
江
場
生
一一一一一払
冠

内
石
河
別

″

南

石
支
一一支
数
白
一究
新

静
三
一一::
-

一一一一
千 歳 支 場 計

l

-

l一一一別
江
、趣
生
老
払
-:
一通
内
石
河
別

62
344
462
892
22

403

1 l

l 3,
1 ' ,
一

-能
-
．

，

割
e

-

3
4
2
・
-

4

j

3

2

8

856

376 l
645l
593l

21 l
197 l

5,31
5
30
85
17
3
4
6
7
4
10

18
4
2
8
8

5
2

7

4

478 l

重il43 l
l600

8,501
97
626
2 .'ll41

345
0
3
2
l

1
'

2
'

7

03
32
98

16 ,647

3 ,

586l

262 l

354 l

401
20

088

187
8
226 l
1,I06l
5
g
182
86
134
765
g

38 l222
2,977

95
33
7l11

数

計

416 l
20

83l

68 i
295
430
817l
40

3,919

※
※

94
76
76
74
90

※36

2
2
6
0
9

7

260

見 1 岩 尾 別 l 岩 尾 別 l 124
斜 里 1i1i 里 l  , o9L要 空 l 架 空 j , 7o9網 走 . 紹  走 j3,692
″ l 西 網 定 5 , 1 8 0

支 場 l 常 r素j 3,937l a ″ 別 ;「1 ,,1 量f , 1 ;iii
、11者 滑 l 元  西 731
興 部 l 興 部 13;
,1,要: 内 l1ili 内  98;

北 見 支 場 計 39,631

216
15')
1,155
10,1)27
4,983
3,408
684
15,593
755
198
1,026

38,70C

340 43
264l 10C
2,864l1,664
24,219 l10,821
10類 5,085
7,345 3,711)
2,0251,321
27,27910,718

1,486 55e
337 57
2,015 924

78,33f35,014

25
57
1,107
3,_102
2,226
855
634
4,409
210
21
992

13,838

68
166
2,771
14,123
7,311
4,571
1,955
15,127
766
78
1,916

48,852

※34.7 l 0
100.0 l 0
97.4l 0
※79.0 l 1,827
※98.2 249

;基j 76j
91 .7 958

76.1 0
41.0l 0

※93.4 l 0
※88.3 3,798

0
0
0
2011
25
125
28
496
C
C
C

881l

2,0_
2
81

141

4,61

ta 徳 志 別
幌 別
'ni 別
'/

'l11l 二l ' l 311 504'o1i1、 ,_ 別
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(1) 性卵の移殖概況

北海道沿'岸にお・ け る陸聽漁獲の普遍的ilt向上 を図 る こ と と , 既設孵化設備の効果的 ;な使用を日的

として例年豊漁河川より不漁河川に鮭聽卵子の移殖1t行つているが ,  前述の通り本年度の捕整状況

は ォ コッ ク海区, 一地区に偏したため,収容卵数に比し,移殖卵数は最高を示すに重iつた。各支場
管内の移殖卵総数38,491,330粒, 同管外移殖総数は39,154,700粒に達してお・りその間の運搬害死.卵

数は発限卵のもので0一一2 . 9 %の好成徴であつた。 受精直後のものは前年度に比べて悪 ,11 1.1̃23.7
%を示した。

連搬害死卵の最も多い支場は前年度と同様に根室支場管内であつたが, 同場の移殖は孵化設備の

不足によつて採卵直後の卵を主としたこ と と , 水害のため9親魚の催熟が選延したため移殖が厳寒

期に実施されたことに原因があ  ll) l ・l1l下防塞輸送方法の研究を進めているo

※ 附 表  第 4 5表  難 1lll1 移 苑i 成 系,t 表
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死卵数

- 一 数 ・
200000
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25,000
63,900
9,800
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:
9,600l
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l
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20,500.

1,896,430
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速害率 摘 要
l
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0. l  北見支場管内より釧路事
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十1勝支場管内移究'i

1運搬害死卵数l 収 客 1llll数 l運書率

--- 一裁

376,200
250,000,
78,000

l多タ1・i1-ifl 1 ィ1l - 給 地 . 移?il場所l移1直 1lP数
l l

-,,,8 l ,i, 1--if:1ll,i1-.i .-, , ,ooo一認
11.20 1 ″ 1 天 t11i l 640,000
11.23 ″ l // 1 306,500

書 内 移 殖 計 1 2,046,5,00

収 客 1yl1・t政 通害率 1llli 要

n 第

99,ooOi 1,oo1,oo(
13,0'10: 62696(
3,0701 303,43(

l
l16,1l0 1,930,39(

l

%0 -
9 . l  要1 ltf, 直 後
2.1 ″
l . l 1 //

5.7;

l。直移月 目 供 給 地 1 移殖場所 移 殖 卵 数 l

運搬害死卵数1 収 容 卵 数 運害率 摘 要

11.m 1 厚 沢 部 l 八 製一 l 973,0話
12 . 1 ″ ″ 498,500
1 2 . 2 l 知 内 ″ 269,000

受 精 i i 後 計 l 1,242,000
発 限 卵 計 l 498,500

35,5(:3l 937,51Clg 3.考 l 受 精 直 後
1,2001 497,型 0.21 発 , 限 , 卵
36,500l 232,500; l.4l 1要:精前:i 後

l l '72,000 l,170,000 5.8・

1,200l 497,m1 0.2l

l 1

:li言 要

移殖月日1 ィJ 1- i-1 地 1 移n直場所
10.27 1 岩 尾 別 1 根室文場
10.271 ″ 基推 国
l 0 . 27 l  ″ 厚 M、
11.17l ″ 1 1ili - 根 別
11.17 : ″ 1 浜  中
11.181 ″ 根室支場
11.l8 . ″ 虹 別

書 外 移 范 計

北見支場管内移1lllii

891
627
625
433
前- :

1,002,1
620. 1
6,96

l

l運搬書死卵
i

1
0
0
0
0
0
1

0

識
E

，識
叫
m-

，期-

75
'1
'4
'9
'一56
'7
'8
'
12

8
62
一一一427
99
60

9

-
-

6
，

. 5

, 1r

1o. 1 5 l 止  別 1 細 定 1 2的,o話. 10,oo港1 270,0話J 3.11 ・i,病'f直後
i , l

書 内 移 殖 計 l 280,000 10,000 21「0,000, 3.6l l .一 一
根室支場管内移111l1l

9.26 l 14 組 l 根室支場;
書 内 移 范 計 1

853

853

搬普死卵

,0(i31 28,0C港l 825,0()1gl 3.1;豐 一 1  船,000 825,000; 3.3l -

t一 最 卵 合 計一 1 8,的4,的港1 - -t,1a港 8,007,95港; 1.1 l
。 l l l

書 内 移 殖 計  1,に3,000 38,000 1,095,000 3.4

生書 外 移 適 計  6,961,0901 48,1401 6,9l2,950 0.7

1o・ ・陸封性鱒増殖事業(姫鱒)

“f 分 l 移先i 」fl1数 1運搬害死卵数 l 収 容 卵 数 l連害率l 抽 要

-一移一表一 i i一 合 計 i ;r一義一 的1--615-=1- f1-30 i9-o'-8高1-- --一
管 内 移 殖 計  l 381491 ;330: 2;「90,340l 35:700;990 1 i 2 l一書 外 移 殖 計  j 39,1製・,「00 j 3,m,700l 35,m,m1 8.9l

( 2 )  館卵移殖概況

本年度採卵成l織は前述の -l11、く良好で, 移殖事業も例年に比べて多 く行われたことに北見支場岩尾
別事業場は養魚池の水害破損により , 津太體卵約700万粒の移殖を行つた。
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( 1 )  支場湖姫期魚の現況

最近の支笏湖事業場の姫義S捕獲数の変動を見ると第18図の通りである最近の傾向として漸減的な

傾向を示している。特に昭和30年度は約2,000尾に減少した。減少の原因は, 極々考えられるが第

1に考えられるのは2年魚の流降下性で,昭和2l4年にはこの防止策として湖水の流一Fロに“ミ ゴ綱”

を張り流一 f・防止を試みたが, その効果ははi :lはだ疑間で, 未だ多 ‘l1 の流下魚が発電所内に見られて

いるo

第2に考えられるのは ,湖内の姫露解料としてのプラ ン クトンの減少で,昭和27年 , 2 8年は極度
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( 2 )  捕 種 操 卵

(.「;ll・1liり、l り'1alll'数 )

第 4 7表  姫 轉 描 獲 採 」 l;l l 成 試 表

S-

0 計 率 0 計 一一 l死クロ数 1一有一1使用率 l 自

-- ----一…: - - 「一一 一一'i--

232,00015200226,800‘ 66.4. l0. 1
: ;

797,000l 0l797.000l 98.7 l l0 .1 (

-l 5,200 l -l - l -
l l i

565,000l -l 570,200l 32,3l -
l l l l

一系

-j:度 合  計 l 903l l , 28ol 2, l831 6o(
前 年 度 合 計 3 , 9 7 3 l 1,1知 l 5,123 l 3,9211
{ 増 l - l 1如 -1 -比 4l要、 l ・ .
減 l 3,070 1 -. 2.946 l 3,32:

l l l

2 l 2

657

445

812

4,580

4,718

l l . 1 2

11,l1

( 3 )  第 化 放 流

本年度は採卵後の卵子は'解化用水11i程l11のため最終採卵分9,000粒を除いた223,000粒は採1li liの都度

千歳支場え運搬収容し発眼後の適当時期まで飼育し, 12月10日と23日の2回に .一目.り:i1」ll '01事当E場へ移

確飼育した。 その後は用水の汚濁をみること な く 順 調 f it経過をi!!l lり3月13日孵出を完了した。 -政流
は4月16日43,000尾をポロピナイ地域え ,本命送放流し残り148,200尾は養魚池より直接湖水に放流し

たo

※ 附 表

1 1 l 1 放 流
収 客 卵 数  死 卵 数 l 解 出 尾 数 解 出 率 , 1lli流尾数 1 ----

l 1 1 ・ 自l一=-一有一 - ; ----1226,的0l 究,000 192,m 1 85.1. 191,200 4. l6
l ・ 1

797,000 l 153,200 l a3,800l 80.8 1 638,300 4.10

-l -' - l 4.3l - l

5702001 119,2001 451,0001 -1 447,100 l

期 間

至

4.26

4.29

本 年 度 合 計

前 年 度 合 計

. 1f 増比 較
1 減

一ー一
2l'1 i1 11i 23 24 'a5 26 21 1l8 29 30

本年度支笏湖おける姫總捕獲事業は前年度同様湖畔, ポ '' ピ ナ イ  , 基点の3地域に根拠を置い -t:
10月7日捕獲開始, 11月12日終了した。 その結果捕獲にお・いては計画数の19.8%採卵にお・いては,

15 .4%という近年にない不調を示し ,  採卵数の232,000粒は過去20年間において昭和13年に次'1:'不

良な成績である・1lr・, この原因の中には用水汚濁による壽養親魚の発死と9老魚の約10万粒の採卵不
能が生じたこと力 S含まれている。

詳細は下表の通りである o
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備 考

解化用水の1lli-測した原因は水源である紋別將に電波関係の諸工事が相次いでjllf江され ,  この影響が数f1'前
から用水の清澄度を次第に惠変させたもので, 当場の孵化事業実施に障害をもたらし前述のような審fl1lll1'tf

を発死させる等の事態を発生させたものである。

に動物性_プ ラ ン ク  ト ンが欠乏した。 その結果昭和28年の姫置Sの平均体長は li120.3Cm a 19.8Cm の
小型魚としてあらわれ ,  1尾当り平 ;tl11l採卵数は,図にみられるように昭和28年の1尾平均17 0粒の

採卵数を示し最近の最小値を示した。

こ の プ ラ ン ク  トンの增加対策として湖内へ施肥試験を行つた, その結果, 昭和28年夏極めて少量

で あった植物性ブラン ク ト ンお ・ よ ・0:動物性プランクトンは昭和29年度は若干增加して , 本年度は可

成り增加した。特に姫重9の解料の内で重要なDaPhnia LOn9iSP inaは大量に発生したo

この結果昭和29年度姫觸l報魚の平均体長は l11 23.6Cm 111 23.8Cm昭和30年では '11 30.3Cm lS30.4crn

に增加し,  さらに稚魚群幼魚群に多 くの好結果を現し次年度の親魚捕獲に:1ll;'お・、・r、に期待されょ ぅ。
第3に考えられる点は乱獲間題で年々釣漁として約10万尾以上が漁獲されている。 こ の こ と は 昭 和

27年に放漁者に配布した調査表による漁:1選数は84247尾を数え調査記入表の未回収や:l餘漁される数
を加えると , 1 0 万尾は下らな、,r、で あ ろ う と:考え ら れ る も ので,現在の稚魚放流数とプラ ン ク ト ン 発
生量, 流下数漁獲数等を考え合せると今後演確制限者:_考慮する必要がぁるo

l.lli00 ・

'
4

3

2 .5

2

11 . 5

1,000 ・
は



11・ 調 査 及 び 試 験

1 資源量に関する調査試験

I 一① 天然繁;直に関する調査 .

本年度天然要さ研合に 関 す る'購1査は前年に引続き- l- ,理隊川支流メ ム川を利用し 1ll 1liの 11l、::然産卵量 一t 明 ら か
に す る と ': も に .球19p生態及び各概i要因 1・r'究明するため次の方法によつて行つた。

実 方l11l 1llli. 要

A 1l1 l l川に 111,、け る 試 験

試験水面の調査

天然産卵の実験水面は'll青密fli・1l1li量を行い延長, 川幅あるいは高低などの他河 .底の状況 ( l砂利, 水

革 ,  水線その他)  を調査し平 liil図を作製した。

?t 試角、の放養 (第 1 「高 l )

メ ム川の親無(の捕整は9月20日より開始し例年に比しその源上やや」11l 好で 9月25日より10月9日

1l,での開に標識した ,ll1 ll1試魚 9 o各150尾計300尾を魚止上流の試験区へ放し実験を開始した。
人 :l: 採 」j1、l

供試?l:-1,::放義後捕iまi' さ れ た ,'' 150尾の親魚よ り採卵し , 9好1化室へ収容その卵数を正確に算定して ,
9解化成素睡iを調査した。

供 試角の 1i111養 ( 第 2回 )

第 2 回目のat試flaの放装は10月12日及び:13日に行われ同様に標識を付し, その合計は1111l1 300尾雄
300尾計600尾とした。

增 水 に よ る 、i斥上fまの混合

これら第2回目の供試魚の放養直後十?川の異状 ;1i.增水により供試魚以外の親魚が多数l表1上を越え

て試験区内に浸入天然産卵を行 う 状?:が見られその総数は産 .llli後の装死魚の採集結 .li!よ り推定し一11:

略 々 3,000尾以上と考えるに至iつた。
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試験区へ入つた111(
率 な

150尼 150局a1
l50尾 150尾 j
P3,000同9( ? )
3,600ft

' 標1111111f ,.の11lllill1 l11,」i果 よ り の11 l ll1定11,1(本表の外試験区内よ り 取  」i采 .l1l1に l.'、したもの?81尾, ? 20l J1l1あり 「ili1
11l11前に1l11i 1111i」 )

産 卵 床

試験区内に確認せられた産卵床の数は総数608床を:数えこれらの中から 1 0 ・ll1、1を床抜出し調査の結

果は1卵床当り1 , 0 1 4粒に達し一た。

放卵後に取揚げられた標識魚の数は供試魚の略半数を示し報-1l1llの減?iは可成大き く ま た こ れ ら の
取揚親魚に対する卵床数はゃや少数である。

しかし第 一一回の放養魚字 150尾, , 6 1 5 0尾により作られた 1jll床は10月11日までに総数204f来が発見

せられ, 1尾当りの卵床数は1 . 3 6床を示していることと養魚池内へ多数の組 ・'l1l1の :111l11入力? あ りやや?

数の産卵が行われておりこの数が算定-l1,: られていないため組魚の総数に対する卵床数は増水 1l1l ど 突

発事故のため予想以上の多数の親魚が侵入したため明らかにす る こ と t1、・で き 、1◆かつた。

B 西別川上流天然産卵状況調査

昭和30年10月上旬下旬及 1びl1月末の3回に1わたり西別川」,lll1水のため14線及び:西春別両1111ll811i場の護

岸が決演し前期約2,000尾, 中期約2,000尾, 後期約1,000尾の鮭が西春別捕獲場上流へ:「fF上した '-
推定され, て:れらの鮭は10月中句l演よ り l1[1:別11l1業場構内に達し天然に1llll1卵する状況が見られた。
上流1K[別事業場構内へ,l'斥上した雄の数は総数2,000尾と推定せられ捕獲場上流の密漁が.加何に激

しかったかが う かが1bれ る。

構内ij:j:上鮭の大部分は天然産卵 i::行い構内河川ほとんど堀.返えされ水革その他が除去せられ砂利

表面は綺麗に清掃された状況を呈した。

12月4日及び12月14日の両日て_ れらの報魚を捕整調査あるいは採卵を行つた結果は次の通りであ

る o

描 独 数 使 用 素現 'l:1,、 採 リP 数
e 0 計 ♀ 合

12月4日 277 121 398 13 4 25,090

9 日  ! 1

14日 13 5 18

計 290 l27 417 13 4 25,080

平均??卵 1l1111 1,929粒 14線 2,457 西春別 2,675

産卵後の老魚は雌275尾を取上げこれらの親魚は残?l1皆無あるいは10粒以ドのものが大部分を,:1
llt)全数の72.7%に達しその魚体は表弱して斃死直前のものが多数認められた。

天然産卵床は正門橋の上流150 m養魚池排水議1l1l11近のやや浅い流速の可成速い場所に最も多数に

認められ, 構内の河川全面と下流大1電の一 1-' jj近 までは可成掘返えされた状況が見られ 11l1:。 多数の鮭

が可成密集して卵床を掘つたため一般的の産卵床の形態はほとんど認められ -す, 物陰あ る いは よ ど
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み等には最多50粒前後の死 111 l 、1の散在が認められた。 しかし総数はあま  り 多 く は な い も の と 考 え ら れ

る o

2 ̃ 3 g' :1 1未を拡田返し調査 _した結果はい1一れ 、もその卵数が少なく2 0 0 ̃ 3 0 0粒に過き、な かったが ,
ぃ 一11l,れも発生進行中の生卵が多 ・1、成 、,,はか111: 、o よ いこ と が 認 め ら れ て い る。 一方これら産卵床附近

に j11f樓する11lf又 - , i1t1、要fl等のは ij lEの-良、書状 、、「fiを調ぺた結果では一尾で501、前後者一'捕 fiす る も の が か な
り 認 め ら れ て い る。

I一② 人エり障化による稚魚生産量調査

人工1?pfイ t:に 供 す る?1 1数の1」1;1 定は使用した?11組 11l数 1 二91 11i化盆に」1iP を 1 l11るときの一枚の盆当りの卵数

(約2 ,500粒)  を J r 11準 に し て い る。 しかし雌親i111,の .1f 1 .111l数は捕装以前の減耗 (?・? ?P数そのもののイ間
体変化,llit,変1 lの問題があり ,  また?1111化盆1枚当りの卵数は検討i?要す る と 考 え , ま --3'後者の問題で
は千歳支場の111 111 イ:1:室に収容 し た .9'l1の一部を1盆単 1 '1_に1l11出してそれに i?られている卵の実数 i :l数 え て

みた結果一11?-当りの卵数は多 1・-、 '一ころで2,221  ( 5 9救の盆の平均 )少いと こ ろで1 , 9 8 4  (30枚の盆
の平均)  '一なった。 この数字はその数えた当 l l 11の 死 卵 と い わ ゆ る通般害死卵 ( 平均値をとつて加え

た ) を含めた数であるから受付卵をり店i化盆にi;''つ た と き の 卵 数 と み な さ れ る。

これは実験の 一例で あ る が ,  各河1llの卵型が大小区 大,で あ り ,  こ の 数 字 を もって全河1J1 を 律 す る

こ と は で き な、いのでさらに広 f f l , , 精密な調査、を 行 う 必 要 が あ る。

次に ,  1l1作11現:1;1;1の孕卵数の問題は直接人工卵fi 化には関係ない'二 は い え ,  前年まで行つた卵の生産量
用;有の 結 ?'_ か ら捕獲以前にすでに孕卵の減少する こ とが考えられるのでその河川に入つたときの ,

ーまだ来熟の出出 ィ11 の孕卵数 (字卵系a 対量の本当の意1来の .等'卵数 ) と ,  捕獲時の完製t角の考'卵数との
開 の,i111 ( こ の 原 因 と しては1?1上途中の天然産卵, 害養池中での放 .卵i・1r ど 1:1'・考え ら れ る )  が統計的に

出 る は一?で あ る が ,  これには前述の通り手 '.卵数 フて:のもののイ同体変イ? , 群変化がどれ位あるかが問題
で あ る か ら 先? 、1-二の1国体変化1ltみるために代表的 ,'_ I1l、われる 5河川について差当り 一一捕獲場20尾分
の1'1f 1卵の実数 、を算定した結,1各場所 し も学卵数の変異の幅が非常に大きくでてきたので ,  今後は標

本数を多 ? して年級内及び年級開の変異をみる必要のあるこ とが分つた。

lI 生態に関する調査試験

Il 一① 稚魚の標識放流試験

1 )  標 識 -1111 流

昭和26年から行なつている稚魚の標識放流試験は一応5ヵ年開継続の予定で30年春にその最終年

の標識放流を行なつた。

標 識 部 位 第 一 部 位  11旨 fi高

第 二 部 位  両f複ll、音

放 流 尾 数 637,123尾 C11111死魚を除く)

期 間 30年4月11目̃30日
人 員 18 名

実 施 場 所 ' 一「一 歳 文 場

実 施 河 川 千 歳 川
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2) :ll'11 捕

昭和30年度中に各方商から再捕報告に接した館_及び1非太1l、?3 ( 29年春遊楽部川から放流し f'1,:も の の

回1i1解 )の場所別の報告数は第 4 9 , 5 0 表の通りである。

第 4 9 表  再11l場所,標識部位別再:111激C1産)
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i 内 川

;消 沿 岸

文別沿岸

、 向沿岸

iの上沿岸
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標識部位

0 i

第 5 0表  再描場所,標識部位別再捕数 (律太関)

4

一

l

2

ad

01

1

4

ad

01 (?)

一

一

一

一

3

一

or

2

一

一

一

一

一

一

一

一

一

4

vr

一

一

一

一

一

1

備

8l (?) ad} 遊楽部川(?)
0 t. a d逆楽部川

311 放流河川不明

第 1 9 図  標 識 札

④

第49表, 第50表の設:明

l .  標識部位の記号

〇1 :理患選(左),0γ: li思難 (右 ) , 0 b : 両1llさ望i , V b : 両 腹 確 , V1腹船(左) , V 「 :腹無港(右 ) , A : ?階,,

D : 背t暗 , C u : 尾111ll上棄 , C1:尾鰭下英, P 「 : 胸體( 右 ) , a d : 脂備

例えば「ad .Vb」 とあるのは「脂u重と両腹陸なし」であり 「 01」とあるのは 「左理畫だけが欠」という意味
である。以下同様また 「V?」 とあるのは「腹91書」という報告で左右の別の記入がなかつたものである。

2 .  第49表の0l1l考相の 111L明

r知内川 ( ? ) 」 とあるのは再描魚の年1室合が知内川から放流したものに符合しているが標識部位が放流時の
ょうに脂随との組合-eに なっていないために  (つまり脂踏はあるために)  断定はできなぃが,そうではないか
と 111われるものの尾数である (以下同様)

また「岩尾別川」 と あ っ て ( ? )のないものは,年齢,標識部位とも符合していて岩尾別川から放流した標

識:l11に間違いないと思われるものの尾数である (以下同様)

表の数字のうち※のついてないものは,標識部位のいかんにかかわらず,年齢からみて,過去にそのよ 11 な

標識放流を行なった記録のないもので,従つて放流河川,機関など不明なものである。

3. 第50表の備考概lの説明

本準太轉においては年齢は考i数に入れないでもょいから標識都位だけで放流河川を推定できるので表中の数字

に※を付して区別することはしなかつた。

ll一② 親魚標識放流試験

親魚標識放流試験は昭和24年以来数河川について度々行われたが , その結果は各河川と も著しい

相違がぁ り ,  その原因としては放流実施時期,標識方法の相違が考えられたので,本年度はこれら

にっい一,〔 l調査し,  そ の方法1i,確立して今後さらに詳細な調査を進めるべく ,  常昌川を選定して従来

ょりやや大規模に計画したが,常呂川の数度の增水により,端野採卵場の破損,常昌採卵場の捕獲

作業不能等により再捕関係の資料は得られi◆かった。

標識方法については各種標識の検討を常昌川及 '01千歳支場にお-いて実施した結果,  次のよ  うな結
果を:得た。

1.  標 識 票
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2 .  使 用 結 果

①は背ビレ基部または尾ビレに買通して付ける ものであ るが ,  取付操作がやや不便であるが確実

度は相当高い。

②, ③は同 -方法で体側に差し込んで りボンを 1外部に出して目印とする もの ,  操作は比較的容易
で あ る が ,  今回使用したヒ1 一 一 ル り ボ ン ま た は チ =L一ブは と も に数日で取れて仕舞 う の で ,  文夫1な
(針金を1ビ一 一 ルチュープに通したもの等 )  目印 一t つ ければ良い結果が期待でき る。 ナ ン バーの 印
された票が体内にあるのて一目印が とれて も発見 された場合放流状況を知る こ と がで き る。

④, ⑤は同一方法で②, ③ と 似てい るが体外の目印にな る部分にナンハー、1l'1記 入 さ れ て い る の

で,  これがとれた場合は発見されても放流状況の判断・が できない 。  操作は 111 liし込む部分が細 1l、111i1:利

なため最も容易である -11;1-外部の国印・ が とれ易い。
⑥はパンチに よ り ェ ラ蓋に孔をあけ る方法で ,  孔の種類の組合せによつて放流状況 111:判断するの

で組合せの種類が少,,,難しい。 組合せの場合は正確な報告が期待できない。 操作は比較的容易であ

る o

再捕発見の難易は①が最も良 ,1、② ̃⑤が こ_れにつぎ⑥は好まし 1l、な い。 ①は体の両側に目 一「」が現

れているので捕獲された場合魚体がどの側に倒れていて も見出し得 、'i)が② ̃⑤は片側に限られるの
で ,  ①に比較して発見率が劣る可能性がある。

3・ 今後の標識票について

標識を落着いてでき ,  また魚体の痛まない後期のものには①が比較的良い。

一般的には②⑧と④⑤の組合せのもので④⑤の針をやや太くするか幅を:付 け て そ れ に ナ ン バーを

印して②③と同様 f,目印を外部に出すのがよい。
い一i一、れの場合も票を丈夫にす る こ と が 必 要 で , 票 と 1 り ポ ン'の連結のしかたはと 1l、に 1l1111重な検討を

要す。

ll一③ 稚魚の生態調査

石狩水系並01に沿岸に;1l1;一け る さ け 稚角の生態調査は昭和26年以降継続的に実方ll1 してお一 り ,  その結
果は漸次明らかにされっつある。 ( さけ稚魚の生態調査,試報7若K 1 , 2 号 , 8 巻 1 , 2 号 , 2 9 年 度

事業報告)
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①移動に関する調査

上流地区にお・けるさけ稚f意の移動状況を明らかにするため4月19日午前9時千歳支場前より標識

稚魚約5万尾を放流し,  その移動状況を定点採集により調査した。  その結一果は放流後24時開後には

も早千蔵支場より約16km下流の釜加を:標識稚魚の一部が通過したことが確認され ,  その移動は基

関より夜間大きいことがイ司,bれた。
②確、解流入被書状況調査 (舞鶴第 1控i解 調 査 )

前年度に引続いて舞鶴第l權概港において稚魚の流入状況を重点的に調査した。

a 揚 水 状 況

当權概講の揚水は戰報通り (昭和29年度事業報告),250H1)のe及込渦巻ポンブ(1836m 3/ 分 ) に よ

り 5月初旬より 8月下旬明美で操業するが初期の頃( 5月初旬̃中旬 )は水稲の雀l育成その他の外

に使用するため ,  その楊水能力の2.5/10̃3 .0 / 1 0 の揚水かぁるいは午前中2 ̃ 3時開  ( 8 時̃

11時e資) の短時間の全開揚水が行われる。

b 稚?の流入状11yt

稚fまtの流人量を計量する 1l'1:め特差111 ト ラ ツ ープ (口径0 . 9 x  0 . 9 m長さ 1.8 m ) を 楊水放出口よ り 約

20m下流に設置して20分「1,11毎に ト ラ ッ プに捕獲 された稚11111l,数を計数した。

トラッブの稚魚の捕獲能率の予備試験として標識稚魚272尾放流しその結果28尾すなわち放流尾

数の1/10の捕獲率であつた。

またi整酒識・の流水面の幅はl1lm平均水深0.9m, 1二.れ に 対 し て ト ラ ツプのロ径0.9 x 0 . 9m ,  ト ーーッ

ツプの口径面積はその場の流水断画積の約1/10をしめ, 捕獲能率予備試験と略々等しい比率を得

た。 こ れ ら の こ と よ り こ の 調 査 に 用、、.r、た ト ラッ プの能率は流入稚魚数の1/10を捕獲すると仮定しそ
れを基にした5月下旬̃ 6 1i初旬の稚魚の単位日当りの平均流入尾数1,440~1 , 6 8 0尾という結果が

得られたo  (3回の調査結果29年6月4日̃6月6日, 30年5月16日̃5月18日, 30年6月8日̃6月10日)

なお流入状況の日中変化について29年度調査にお-いては昼に少く夕幕よ り夜に多く流入するこ と
が観1l1111されたが30年度に 11l;・いてはそれ程 111l?著な変動が見られなかった。

c 考 察

29年度, 30年度の調?結果-よ り稚魚の流入状態を概略的に考1集すれば現在千歳支場に?f い て , 生

産稚魚の安全放流のーため大々的に輪送放流を行なつて い る こ と よ り ,  当確法溝に流入する稚魚は天

然;呼化稚魚と千歳養魚池よ り逃逸した稚魚の一部と考えられる。

こ の よ う た◆条件Fにおいて過去に行 :なわれたさけ稚魚の生態調査 (27年̃29年) 年の結果から,

稚魚の主群団の当灌湖離用近一に通過する時期は略々 4月下旬̃ 5月中旬頃と推定される。
ま : た揚水状況については前述の通り 5月の下旬頃より水国に導水されるのでトラッブによる稚魚

の流入状況調査の結果等からみて現在千歳支場において実施している稚魚の放流方法の下にお一いて
は当權 -概講に流入する稚魚群は主群団の降海後の後続魚群であることが知られ,  その流入量は千歳
川水系に生産される稚魚量に大き '1、影響する程の ものでない と い う こ と が推楽 され得 る。

しかし水系の開発, 農業技術の改良進歩の強化の今日, ;,.:il;・一層稚魚の保護施策を強化する必要
が ぁ る。
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]I一④ 親魚の生態調査

ll一④一 a種j1111:系統調査

道内河川並びに沿岸に産卵回 ・1l方f1 す る 館 の辞団は各河川ごとの独立辞かあるいは単一群の分散-群か

一t 明 らかにするためその魚体の形態 ,  鱗相一'1,:比較検討する。
29年度より道内主要河川8河川に:ils一いて実施し継統的に資料の蒐集に努めている。
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30年, 29年度に :11一け る 11111集1ii1l1料の年令別,  雌雄別の標本尾数は下表の通 り で あ る。

(29年度) 第 5 1 表  種属系系'充標本尾数
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河 川 名 l 採 集 期 問

月 l i 一 月  日 
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各部の測定結果にっいて

体長組成については塩蔵魚の測定結果であるため,  その体長は塩蔵の強弱等により大きく変化す

る こ とは明らかであるので 3 0ノ年度に 11;-いては採集時に体長 ( フ オ ー ク レ ン ク ' ス , 被償体長) 頭長を
測定し塩蔵後の精密測定の際にも測定し,  塩蔵による体長の変化状態を究明し, 体長を1用いての分

析方法の補正資料とする方法を用いた。

脊椎骨, 側線購数, a思把数につ、.r、て は  (29年度のものについて )  河川別に相連ある傾向が窺われ
るが , これらは今後の資料の蓄積により な お・一展明 ら か に な る こ と で あ る。

その他の測定部位に関しても同様に整理中である。 そ し て , それらの中い 一i'れの部i111::1ll,・一番種族

の査定に大きな目安となるかは ,  今後の資料普積にまたねばな ら な い。

ll一④一 b 漁 獲 物 組 成 調 査

:1t海道1l'、i各1可川に源上する重建速改l期i表?のイ11、体測定, 採鱗は ・長期開継続的に実方?さ れ て い る が , 、これ

らの資料により ,生態調査の基本資料となる年薄t , 体 ・i、i: ,休重組成を調べた。

昭和29年度(1954)主要河川姓重i算の年齡組成,休長組成は次の如くである 。

建の年商?組成につい一tは ,抽出標本調?iの結果 , - l'表に見 られ る よ 1)に 4 4111???が最 も 多 く , 次 い

で 3年魚 ,  5年魚であるが ,  石特川, 遊楽部川の4年魚は他河川の4年魚に比して高率を示し,  常

1'S川は他河川より 3 '''li1-,tlき、, 西別川は5年魚が多いとい う 結果になつた。
体長組成は, 河川に産卵 i斥上する鮭確は第二次性徴によ り体長に変化が生 -す-・ る ので ,  この点を考
慮しll同長を用いた。ま -?年齡別に成長度を見ると多年齡に なる程大き- くi:,. り ,  と く に 3 年 魚 と 4 年
魚との差は, 4 年魚と 5年魚の差よ り大なる傾 l,111が見 られ る こ と は他の魚重11に見 られ る l:_ と と同様

で あ る。 次に河川別に見ると各年際群とも胴長は石狩川が最も小さく ,  次いで常呂川, 西別川で遊

楽部川がわ?かに大であつて , 雄ll確別には一般に雄よ  り雌が大き、.r、傾向が見られる。 また津太鱒は
ほ とんど2年で河川に i?上産卵するものであるが ,  その体長組成は性と同様雄よ り雌が大き く ,  オ

ホ ー ツ ク海沿岸の常昌川,岩尾別川のものは,西別川, -天塩川のそれょり f業 l少ではあるが ,大きい

よ う に 見 ら れ る。

以上簡単に下表の説明を加えたが, これはあ く  までも29年度だけの結果であり ,  本調査の性質上

これら各河川の年齡組成, 体長組成は, 単なる基礎資料となるものであつて , こ れ ら に よつて各河

川に1?上する鮭-躍の外形的f・.特微を?々 す る の は ・11l 1:計で あ り通け1laL.ば な らn こ と は い う ま で もな.い

が ,  これら警積された結果と種族系税調査,  北洋の鮭聽調査と'tli:せて比較検討し, その詳細fs.結果
は 後 日 報 告 す る こ と と す る。なお, 3 0年度分は整理中である。

第 5 2 表  l陸_ 年 齢 組 成

一

石

常

西

十

遊

河
一 l

名 l 総標本尾数
川

川

川

川

川

436

148

150

120

3 年 (%)

13.8(60)

33.8(50)

I0.0(15)

11.7(14)
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4 年 (% )

84.6(369)

61 .') (91)

6 3 . 3 ( 9 5 )

8 l . 7 ( 9 8 )

年 ( % )

1.6 ( 7 )

4. 7 ( 7 )

26.7(40)

6 . 6 ( 8 )

第 5 3 表  l、11t 体 長 組 成 ( 体成長は 1」]1l長を用いた)

河 川 名

西 別 川

1 - 1勝 川 l
l

一一（'）
l
:

ll'
-
-

（ :

）

一
一

1

（--
'

'-（
'

）
-

一

3 48

0 12

- l 60

i ' 9
41

50

3
l
12

15; )

2

] 2

14

- ' _ '

41.85 411.67l 167 l 48.36 l
42.26 61.83 202 47.44 l
41.35 475.17 369 48.111

42.79 l 121.06 56
41.14l 1l96.54 35

41.44 539.36 91

4i l- 2t-22
42.79 68.85l 73
42.78 88.85 l 95

47

43

44

3

5

8

5

4

9

49.41

47.32

48 .61

1,773.53 l
1'67.23

2,753.72 .

362.36

216.09

672 .5

50 .6:;) 124.94

49.83 453 .29

50.01 590.11

-

l
53.02 418.52

50.99 562.31
l

52.09 1,081.23

3

5

8

49.70

47.10

48.59

52.47

54.6つ

53.81

36.69

2.17

46 . 19

38.17

54.69

10.73

233.58

239.7o

8 . 2 9

65 . _,つ
82 .57

第 5 4 表  1準太1時体・i i組成 (体成長は1」同長を用いた)

河 川 名 個 体 数 平 均 値 偏 差 平 方 和

1

-
C

-

l

一一・

12

7

19

37.18

38.83

29.83

245.53

岩 尾 別 川

83

37

120

39.73

39.89

39.78

423.15

279.76

703.56

（ :

）-・

・一（'）
-一一一 :1
〇

一'
公
'

，一・

50

68

l18

13

42

55

35.28

32.98

33.97

39.96

30.10

32.43

495.17

1,199.78

1,847.33

102.73

477.90

1,545.12

1lI 環境並びに障害に関する調査試験

9l?化事業実施河川の各種環境要因にっいて腿つfi,::11111料は少くて各種調査の基礎資料としては1;・.お
不十分であつたが ,  一応取組めて資料1 0 2 - 1 と し て発表した 。

a一① 西料生物に関する調査

E召和28年道立水産9障化場において採集した沿岸館稚魚の消化管内容物観察の結果,沿岸にお一け る
態稚魚は大凡甲殼類プ ラ ン ク  ト ン を 捕 食 し て 、,、.r、た。
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Ill一② 食 審 調 査

天然繁殖調査と併行して , ?l.内事業場t1-?一いて実施した。
面川に樓息する淡水f故類は ニ ジ マ ス , ヤ マべ, ウ ク イ ,  カ ジ カ ,  フ ク 1 チ ョ ウ ,  イ 1、 ヨ , ト ミ

ョ , ィ ト ウ , コ イ , ヤ ッ メ ・:17 ナ キ' , コ イ 科 の - -和1及 〇1:甲 ・1識1類のザリガーの1 2種.であ る と 発 表 さ れ て
いるが , い ま までの調査では ,  イ 1、 ウ , 二:, イ ,  ヤ ツ メ , ウ ナ ギ ,  コ イ 科 の 一 極及び ザ リ カ' ニについ

て は 観集でき なかった(7l )、で、, こ i'l ら の 極 類 の さ け , ます稚魚に及ぼす食害の有無に関しては知るこ

'一ができ、;1i.かつた。 採集地は_主に事業場要の上流地域に :j1;、い て , 三角掬網によ り採集した。 採集は

1 l 月 4日 , 1 2月 6日, 8 日 ,  9 日 , 10目 , 1 1日の6日間だけで,採集魚総数は11 5尾であつ た。次

に各極類別内訳は , ャマべは16尾中鮭卵を捕食せるもの雌1尾,  ー ジ 一, ツ、 (小型)  4尾中2尾が態

卵を:捕食してい1l1,が, 4 1尾のカジカ ,  5 尾 の ド ジ ョ ウ , 1 l 尾 の ト ミ ョ , 1 7 尾のイ ト ョ及び 2 1 尾のウ
ク°イ は ,  い一3'れも.、健l1卵を食害していなかった。

要するに以上の調査結果からだけで論一3'、れば,  面川にお・ け る こ の頃の害無は ー ジ マ ス , ヤ マぺが

主 で あ る 、こ と に は な ろ う が ,  こ れ だ け で 結 論 す る こ と は できな い。 しか し ,  い一1l'れも余り被書はな
、.r、ょ ぅである力 i , 段 々気候が暖かくなれば, 各種1角;、は食i愁を增し この害は大き く な るか も知れない
か ら ,  これら魚種の移動状況,  分布状能, 産卵時期, 習性等の生態を詳細に引続き調査する必要が

あ る o

IV 支笏湖の姫鱒に関する調査

① 姫露_に関する調査

イ 姫鱒_漁渡高及て:11魚体測定調査

昨年 ,一昨年に比し漁獲尾数はか:な り F 理つて、,r、る。 しかし魚体は昨年, 一昨年に比しか1なり大
型で肥満度も大となつている。 秋捕獲親魚の測定結果では過去3ヵ年い一1l'れも休長分布は極大値一

ケの単純な山を作り , 分布幅も小さ く , 昭和 2 8年 ・体長 9 2 0 . 3Cm ,  o19 . 8 cm ,昭和29年・ °23.6

cm, 111 23.8cm, 昭和30年・930 .3cm, 11; 30 .4cm,肥満度は昭和28年・ ll1 11.32, 3 1 1 . 5 5 ,昭和

29年 li113.50, 111 14.02, 昭和30年 °16.06, l11 16 .72となって い る。

ロ 消化管内容物調査

主に釣獲時期のみの観案である -1,、、;, 湖内餌料プ ラ ン ク  ト ン の豊富 と :111.つてきた昭和29年夏,  本年
頁ともに摂食個体多 ,11 , 中には胞食状藤のものもかなり見られ,た。湖内lS耳 料 プ ラ ン ク l、ンの欠乏状

態であつた昭和27年, 28年:裏1期のほ とんどが-基' i iの状態であつたのに比へ著るしい相違であつ た。
これは明らかに餌料生物の湖内増加によるものと思う。

ハ 姫鱒幼魚の食性について

昭和30年4月16日より5月12日まで水キ普にy鴨化權より養魚池に流出した稚魚、を:収容 し , そ れに直

接 湖 内 ブ ラ ン ク 1、-:/を投入して飼育実験 、1t行つた結果, 姫重量幼魚は体長25mm位で, す でに甲穀類

系プラ ン ク ト ン を 捕 食 し て :お・ り , こ の よ う な 幼 魚 の91l料 と し て も 甲 穀 類プ ラ ン ク ト ン ( D a p h n i a

longispina.Acanthodiaptomus pac流c u s ) は重要であることを知つた。
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② 湖 環 境 調 査

日?和27年,昭和28年は湖内ツ ラ ン ク ト ン は 費iiな状態であった が,昭和28年6月,7月方?肥の後 ,

昭和28年晩秋より差漢Me1oSira italiCa . を主 とする植物プランク トンは大量に增加し ,口召和 2 9年 ,

本年 と も その状態を維持 してい る。 ま11l:植物性プランク トンの重要極C e r a t i u m  hirundene1laは

昭和27年, 28年夏, 極めて少量であつたが ,  昭和29年夏は若干增加, 本年夏期はかな り增加してい

1l1:。一方 動 物 ブ ラ ン ク ト ン はi耳料生物として重要11・. Daphn ia1ong i sp inaは,昭和27年,28年は極
めて少量であつたが昭和 2 9年 ,昭和 3 0年度大量に発生した。また ,重要量プランク トンの一種であ

る AcanthOdiaPtOm uS PaCi f iCuS は , 数 ヵ 年 ほ と ん ど 採集さ れ111i.かったが , 昭和 2 9 年は少量出現

し ,昭和3 0年はかなりの量出現した。

ロ 重 要 ブ ラ ン ク ト ン MeIosira italicaの生態観察

本 湖 に お け る 重 要 ブ ラ ン ク ト ン Me1oSira i t a l i c aの垂直的分布を観案したが,冬期上層部に分布

し , 夏 期 に1・る に 従つて深層部に分布するこ とが観楽された 。
ハ 本 、111明産 1111要lli11物 プ ラ /ク トンの生態観1考

本 湖 産 重 要 プ ラ ン ク l、ン DaPhnia1ongisPinaの季節的観集の結果 , 本f重は本11111にお-いては夏 よ
り秋にかけ更卵による無性生殖を行つて蹈'加し ,  晩秋よ り初冬にかけ有性生所直 1111行い ,  1成冬gpを 作

り , そ の越冬卵 よ り 翌年発生す る こ と、1:l11推定された。

V 支場における試験

(1) 幕別事業場館稚魚発-死原因にっいて

幕別事業場では29年度養魚池内の稚角.が大量に斃死し, その原因について検討したが明かにされ

ず、 , 3 0年度は管理面では万全を期したが同様の症状で約70万尾斃死したので昨年に引続きその原因

の究明に当り次の結果を得た。

( a )  水 質 l調 査

水質分析の結果,  用水は1flli化、1111びに稚魚の飼育に悪影響のないものと考えられる 。

( b )  農薬に対する稚魚の抵t・試験

養?1111、池用水はその上流の畑地で使用する農薬の流入が考えられるが, 農薬の稚魚に及ぼす影響

は1 / 1 0 0 0の濃度ではほとんで無害であるこ 'がわかった。実際に養魚池用水に1/1000以上の濃
度に農薬が流入す る こ と は あ り 得 ないので ,  これが稚魚斃死の原因としては考えら ,れ, 、な い。

( c )  比 較 飼 育 試 験

札内事業場の稚魚と幕別事業場の稚角を支場養魚池で同一条件下に飼育した結果は幕別事業場

の稚魚は73.3%発死し, 札内事業場の稚魚は2%の発死魚しか出なかつた。

( d )  細 菌 学 的 調 査

111考死寸前の稚魚よ り 6株の菌1t分離して菌の検索一t継続実施中である。

(2) 改良j障'化器による放流までの官言清試験
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現在のj呼化f曹と j時化枠をそのまま:利用し, 孵化盆のみ改良したものを もって試験した。

31摩化盆には木枠を 1l1海化1:?1に接一a一る面1面i則に取付け, 通水面にはそれそ1れ金系?1を使用し f'l::。 木枠は
高 さ 6 分 ,幅 4分として ,卵よ り稚魚放流までの l l 'l1収容飼育できる よ うに余裕をもたせた。飼育試

験は第56表により試験区を設け実施した結果, 第55表の成績を得た。

第 54 表

区 分 1盆収客 .1111数 1 盆 收 数 描 要

1 l 9 l - 1 ,500 1 1o 1 - 15,原0o - l 1盆;f-iこd定一し一
2 f9 l 2,000 10 l 20,000 l
3 '1・_ l 2,500 10 l 25,000 l

,1

1

2

3

第 5 5 表

20,000

25.000

(1 i .5 )
1l,309

(15.8)
3,935

(1.0)
l35

(0.9)
173

(0.9)
232

多t タ1l 数

(0 .6)
86

(0.5)
160

(1.4)
361

病 .- -

計

- -- - ll1
(0.6)
1,369

( l3.2)
2,642

(18.1)
4,528

--- -- Jli
(90.7)
13,604

(86.8)
17,358

(81.9)
20 .472

( ) %

以上の結果よりi好1化盆の改良によb購化?曹内にお・、f、て80%以上の成績をもつて放流時まで飼育可
能の見通しを得たが,  未だ改良の余地があり今後継続試験を実施する。

(3) マラカイ ト ・ グ リーン溶演が態稚魚に及ぼす影響について

能卵消毒に使用したマ ラ カ,「 ト ・ ク°リーン i容液が養角池に流入した場合鮭稚魚に及ぼ、す影響につ

いて各相i濃度の溶液について調査した結果次の結果を得た。

( a )  マ ラ カ イ ト ・ ク- り 一 ン1容液がj鴨出直後の姓稚魚に対して,  5日目毎に1時開ターi1i.濃度1/1000
の :1容液中に価育し, その後流水に移して会司育した場合水温7℃で16%の多港-死率であつた。
( b ) 願發吸収後の後期の稚魚は5日目毎に濃度1/60万の溶液で13.3%の斃死率であつ1,l1,:。
( c )  j鴨出後20日目の前期の稚魚に 1'1,二い し て ,  平均水温8℃で連続浸漬を行い致死濃度を観察し
た と こ ろ ,  1/50万であつた。

( d )  腦發吸収後の後期稚't,しに対して平均水温5 . 8°Cで連続浸漬を行い致死濃度を 観1l11l1し 'fi,二 と こ ろ
1/30万であつた。

(4) パルプエ場廃水による稚魚の影響

北見パルブ工場の廃水は常呂川に流入するので,同廃水の魚類に及ぼす影響を明かにする必要が

あ り , そ の 婚e忌極量,致死極量について試験した結果,廃水その物の毒性はさして強く1 l 1 1 l: いが ,廃
水のため起る酸素の欠乏が魚に有害な結果1tきた す。 また魚が廃水を賺う程度についても若千の試

験、il1:行、r、一応50倍稀釈程度が嫌忌限界であろうとの結論を得たがな11ll;・決定的で1li、.r、。
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(5) 澱粉エ場廃水処理方法の研究

1殿粉廃水の除害方法として経費のかからない容易な方法について道立水産9呼化場と協同で実施し

た。

処理方法として王石及び雑11且朶i :使用す る 、1應過方法を考案し ,  ある程度の効果を得た。 王石を使

用したものは有機物除去率,  最高21.4%に達し ,  装置の如何によつてて_ の除去率を30%以上に達せ
し め る可能性があ る。 '

(6) 石狩事業場における異常死卵発生原因にっいて

石狩事業場では例年異常死卵の発生を見ているので調査し fこ結果 ,  蓄養池よ り選別撲投後の時間

の経過が受精力に大きな影響を及ぼしている こ とが判つたが ,  これのみが異状死卵発生の原因であ

つ た と は 断定す る こ と は で き な い の で さ ら に 継統調査中で あ る。

(7) 石狩事業場における艦重S稚魚の斃死にっいて

石狩事業場にお一い て 111l11出した稚魚が1l呼1出後 2 ̃ 3 日 に し て発死す る も の が あ る の で その原因につ

いて lilJ1査を行つた。 その結果石狩産の稚魚は千歳産の稚魚に比較して多少i度弱であるが,  卵及び稚

魚が直接その原因を保有している と?考え ら れ な い。 養il1池 の;i;11l?境条件につ、、r、て ,  調査、を行つた結

果用水の条イ'ドは他に比し良いとは考えられないが ,  その発死原因については結論を得られなかった
の で , さ ら に 継 続 調 査 中 で あ る。
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